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吉賀町告示第138号 

 令和４年第３回吉賀町議会定例会を次のとおり招集する。 

    令和４年８月15日 

吉賀町長 岩本 一巳 

１ 期  日  令和４年９月９日 

２ 場  所  吉賀町議会議場 

────────────────────────────── 

○開会日に応招した議員 

桜下 善博君          村上 定陽君 

三浦 浩明君          桑原 三平君 

河村由美子君          松蔭  茂君 

河村 隆行君          大庭 澄人君 

藤升 正夫君          中田  元君 

庭田 英明君          安永 友行君 

────────────────────────────── 

○９月14日に応招した議員 

 

────────────────────────────── 

○９月15日に応招した議員 

 

────────────────────────────── 

○９月16日に応招した議員 

 

────────────────────────────── 

○９月29日に応招した議員 

 

────────────────────────────── 

○応招しなかった議員 

 

────────────────────────────── 
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─────────────────────────────────────────── 

令和４年 第３回（定例）吉 賀 町 議 会 会 議 録（第１日） 

                             令和４年９月９日（金曜日） 

─────────────────────────────────────────── 

議事日程（第１号） 

                         令和４年９月９日 午前９時05分開会 

 日程第１ 会議録署名議員の指名 

 日程第２ 会期の決定 

 日程第３ 諸般の報告 

 日程第４ 行政報告 

 日程第５ 発議第４号 安倍元首相国葬の閣議決定を撤回し、国葬中止を求める意見書（案） 

 日程第６ 発議第５号 旧六日市学園施設の利活用に慎重な対応を求める決議（案） 

 日程第７ 認定第１号 令和３年度吉賀町一般会計歳入歳出決算認定について 

 日程第８ 認定第２号 令和３年度吉賀町興学資金基金特別会計歳入歳出決算認定について 

 日程第９ 認定第３号 令和３年度吉賀町国民健康保険事業特別会計歳入歳出決算認定につい

て 

 日程第10 認定第４号 令和３年度吉賀町後期高齢者医療保険事業特別会計歳入歳出決算認定

について 

 日程第11 認定第５号 令和３年度吉賀町介護保険事業特別会計歳入歳出決算認定について 

 日程第12 認定第６号 令和３年度吉賀町小水力発電事業特別会計歳入歳出決算認定について 

 日程第13 認定第７号 令和３年度吉賀町下水道事業特別会計歳入歳出決算認定について 

 日程第14 認定第８号 令和３年度吉賀町農業集落排水事業特別会計歳入歳出決算認定につい

て 

 日程第15 認定第９号 令和３年度吉賀町水道事業会計決算認定について 

 日程第16 報告第３号 健全化判断比率及び資金不足比率の報告について 

 日程第17 議案第48号 吉賀町職員の育児休業等に関する条例の一部を改正する条例について 

 日程第18 議案第49号 令和４年度吉賀町下水道事業会計補正予算（第１号） 

 日程第19 議案第50号 令和４年度吉賀町国民健康保険事業特別会計補正予算（第２号） 

 日程第20 議案第51号 令和４年度吉賀町後期高齢者医療保険事業特別会計補正予算（第１号） 

 日程第21 議案第52号 令和４年度吉賀町介護保険事業特別会計補正予算（第２号） 

 日程第22 議案第53号 令和４年度吉賀町小水力発電事業特別会計補正予算（第２号） 

 日程第23 議案第54号 令和４年度吉賀町一般会計補正予算（第２号） 



- 3 - 

 日程第24 同意第２号 吉賀町功労表彰者の選定同意について 

 日程第25 人権擁護委員の推薦の件について 

────────────────────────────── 

本日の会議に付した事件 

 日程第１ 会議録署名議員の指名 

 日程第２ 会期の決定 

 日程第３ 諸般の報告 

 日程第４ 行政報告 

 日程第５ 発議第４号 安倍元首相国葬の閣議決定を撤回し、国葬中止を求める意見書（案） 

 日程第６ 発議第５号 旧六日市学園施設の利活用に慎重な対応を求める決議（案） 

 日程第７ 認定第１号 令和３年度吉賀町一般会計歳入歳出決算認定について 

 日程第８ 認定第２号 令和３年度吉賀町興学資金基金特別会計歳入歳出決算認定について 

 日程第９ 認定第３号 令和３年度吉賀町国民健康保険事業特別会計歳入歳出決算認定につい

て 

 日程第10 認定第４号 令和３年度吉賀町後期高齢者医療保険事業特別会計歳入歳出決算認定

について 

 日程第11 認定第５号 令和３年度吉賀町介護保険事業特別会計歳入歳出決算認定について 

 日程第12 認定第６号 令和３年度吉賀町小水力発電事業特別会計歳入歳出決算認定について 

 日程第13 認定第７号 令和３年度吉賀町下水道事業特別会計歳入歳出決算認定について 

 日程第14 認定第８号 令和３年度吉賀町農業集落排水事業特別会計歳入歳出決算認定につい

て 

 日程第15 認定第９号 令和３年度吉賀町水道事業会計決算認定について 

 日程第16 報告第３号 健全化判断比率及び資金不足比率の報告について 

 日程第17 議案第48号 吉賀町職員の育児休業等に関する条例の一部を改正する条例について 

 日程第18 議案第49号 令和４年度吉賀町下水道事業会計補正予算（第１号） 

 日程第19 議案第50号 令和４年度吉賀町国民健康保険事業特別会計補正予算（第２号） 

 日程第20 議案第51号 令和４年度吉賀町後期高齢者医療保険事業特別会計補正予算（第１号） 

 日程第21 議案第52号 令和４年度吉賀町介護保険事業特別会計補正予算（第２号） 

 日程第22 議案第53号 令和４年度吉賀町小水力発電事業特別会計補正予算（第２号） 

 日程第23 議案第54号 令和４年度吉賀町一般会計補正予算（第２号） 

 日程第24 同意第２号 吉賀町功労表彰者の選定同意について 

 日程第25 人権擁護委員の推薦の件について 



- 4 - 

────────────────────────────── 

出席議員（12名） 

１番 桜下 善博君        ２番 村上 定陽君 

３番 三浦 浩明君        ４番 桑原 三平君 

５番 河村由美子君        ６番 松蔭  茂君 

７番 河村 隆行君        ８番 大庭 澄人君 

９番 藤升 正夫君        10番 中田  元君 

11番 庭田 英明君        12番 安永 友行君 

────────────────────────────── 

欠席議員（なし） 

────────────────────────────── 

欠  員（なし） 

────────────────────────────── 

事務局出席職員職氏名 

局長 増本 健治君                  

────────────────────────────── 

説明のため出席した者の職氏名 

町長 ……………………… 岩本 一巳君   副町長 …………………… 赤松 寿志君 

教育長 …………………… 中田  敦君   教育次長 ………………… 大庭 克彦君 

総務課長 ………………… 野村 幸二君   企画課長 ………………… 深川 仁志君 

税務住民課長 …………… 栩木 昭典君   保健福祉課長 …………… 中林知代枝君 

医療対策課長 …………… 永田 英樹君   産業課長 ………………… 堀田 雅和君 

建設水道課長 …………… 早川 貢一君   柿木地域振興室長 ……… 山根 徳政君 

出納室長 ………………… 村上  恵君                       

────────────────────────────── 

午前９時05分開会 

○議長（安永 友行君）  それでは、ただいまの出席議員数は１２人です。定足数に達しておりま

す。令和４年度第３回吉賀町議会定例会を開会します。 

 直ちに本日の会議を開きます。 

 議事日程は、お手元に配付したとおりです。 

────────────・────・──────────── 

日程第１．会議録署名議員の指名 
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○議長（安永 友行君）  日程第１、会議録署名議員の指名を行います。 

 会議録署名議員は、会議規則第１２６条の規定によって、６番、松蔭議員、７番、河村隆行議

員を指名します。 

────────────・────・──────────── 

日程第２．会期の決定 

○議長（安永 友行君）  日程第２、会期の決定の件を議題にします。 

 議会運営委員長の報告を求めます。５番、河村由美子議会運営委員長。 

○議会運営委員長（河村由美子君）  おはようございます。９月５日に議会運営委員会を開催いた

しまして、今議会は、本日より２９日までの２１日間とすることに決定いたしました。 

 その他につきまして、陳情、要望の取扱いにつきましては、今回はございませんので、発議の

２件の取扱いにつきましては、２件とも本会議でいたします。 

 決算特別委員会につきましては、総務、経済常任委員会から各３名を選出いたしまして、合計

６名で構成することといたします。 

 議会報告会なんですけども、これは町内で来年の１月から２月の中旬までに５か所を週末で実

施するということを決定いたしましたので、よろしくお願いいたします。 

 以上でございます。 

○議長（安永 友行君）  それでは、お諮りをします。本定例会の会期は、ただいま委員長報告の

とおり、本日から９月２９日までの２１日間にしたいと思います。これに御異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（安永 友行君）  異議なしと認め、よって、会期は本日から９月２９日までの２１日間と

決定いたしました。 

────────────・────・──────────── 

日程第３．諸般の報告 

○議長（安永 友行君）  日程第３、諸般の報告を行います。 

 本日の会議に出席の説明員の職、氏名は、お手元に配付したとおりです。 

 監査委員よりの例月出納検査報告及び議会の動静報告も、お手元の配付資料のとおりです。 

────────────・────・──────────── 

日程第４．行政報告 

○議長（安永 友行君）  日程第４、行政報告を行います。 

 岩本町長。 

○町長（岩本 一巳君）  改めておはようございます。本日、令和４年の第３回の定例会を招集し

ましたところ、全議員御出席をいただきまして大変ありがとうございました。 
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 動静報告の前に２点について申し上げておきたいと思います。 

 まず１点目は、台風第１１号についてであります。 

 去る８月６日火曜日でございますが、大型で強い台風第１１号が当町に最接近をいたしたとこ

ろでございます。暴風警報が前日夜に発令されるという情報が、前段のところで、松江気象台の

ほうから入っておりましたので、８月５日の月曜日、午後５時に災害対策本部を設置いたしまし

て、第一次体制で対処したところでございます。 

 町内では、アメダスの観測所で最大瞬間風速が２４.８メートルを記録いたしました。それか

ら、総雨量でございますが、これにつきましては、多いところで７０ミリ程度。河川水位につき

ましては、水防団待機水位までには達しておりませんでした。 

 自主避難所についてでございます。 

 町内５か所で設置をいたしまして、それと同時に六日市の保健センターには、新型コロナウイ

ルス感染者及び濃厚接触者専用の自主避難所も設けさせていただきました。それぞれ、役場の職

員をスタッフとして配置したところでございます。一番多いときで申し上げますと、述べで

１０名の方が避難をされたという状況でございました。 

 それから、今回の台風によります被害でございます。 

 一昨日、７日水曜日の夕刻の時点ということで速報で申し上げたいと思いますが、幸いにいた

しまして人的被害や大規模な道路、河川の被害は、今回はございませんでした。一部公共施設、

それから民家におきましては、壁や窓ガラス、それから屋根の一部破損、それから農家におかれ

ましては、排水被害が発生をしたところでございます。 

 また全町的に道路への倒木等がございましたが、その都度、役場の職員等で撤去に当たって交

通に大きな支障が出なかったところでございます。それから、柿木の椛谷地区におきましては、

地区の一部で倒木と、それから送電線の不具合によりまして停電が発生したわけでございますが、

約３時間後のところで完全復旧をいたしました。 

 以上が、台風第１１号の概略でございますが、これからまだまだ台風シーズン続くわけでござ

いますので、危機管理に対しましては緊張感を持って対処してまいりたいと思います。 

 次に、２点目は、本定例会に提案を上程する予定でございます議案についてでございます。 

 既にお手元に配付させていただいておりますが、今回上程する議案は、全部で１８件でござい

ます。内訳といたしましては、令和３年度一般会計ほか各会計の決算認定が９件、財政指標等の

報告が１件、それから条例の一部改正が１件、令和４年度の一般会計ほか各会計の補正予算が

６件、町の功労表彰者の選定同意が１件、こうした内容でございます。 

 いずれの議案につきましても、慎重審議の上、適切な議決を賜りますようによろしくお願い申

し上げたいと思います。 
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 それから、議会運営委員会のほうで既にお知らせをさせていただいておりますが、本定例会の

最終日のところで、教育委員に係る人事案件、上程をする準備をさせていただいておりますので、

この点につきましては御承知おきをいただきたいと思います。 

 それでは、私のほうから行政報告をさせていただきます。 

 タブレットのほうで申し上げますと、議事日程報告のところを開けていただきますと、３番目

のところへ町長動静報告がございます。これに沿って概略の報告をさせていただきたいと思いま

す。よろしいでしょうか。 

 それでは、今回報告させていただきますのは、本年第２回６月の定例会から昨日までのところ

でございます。時間の関係もありますし、膨大なものでございますので、主だったところ、事柄

に限定いたしまして報告をさせていただきたいと思います。 

 まず、６月の定例会につきましては、ありますように、６月９日に開会をさせていただいて、

１６日までの会期でございました。 

 下がっていただきまして、１２日でございます。吉賀町の消防操法大会を大野原で開催いたし

ました。 

 １５日でございます。島根県庁の健康福祉部の医療統括監と医療政策課長が来庁しておられま

す。その日の夕刻におきましては、基幹集落センターで男女共同参画推進事業ジェンダー講演会、

それから意見交換会を開催させていただきました。一般の方にも御参加いただいたところでござ

います。 

 １６日は、議会と執行部とで議会のＩＣＴ化の利用者研修会が行われました。 

 １７日でございます。しまね国際センターの臨時理事会がございますので松江へ出かけまして、

その帰り、益田のほうへ立ち寄りまして、参議院議員の青木先生の講演会、それから当時の総務

大臣であります金子恭之先生が益田のほうへお出かけいただいておりましたので意見交換会のほ

うへ出席をさせていただきました。 

 ２０日、月曜日でございます。新しく江津市長になられました中村中市長が御挨拶に来庁され

ました。その日のところの午後でございました。六日市ミニトマト選果施設の竣工式がございま

したので出席をいたしました。 

 ２１日は、松江へ出かけまして日本赤十字社島根県支部評議員会等へ参加いたしております。 

 ２ページに入りまして、２３日でございます。津和野町で鹿足郡防犯連合会の総会へ出席して

おります。 

 ２４日は、県の町村会の監査がございましたので、松江へ出かけております。 

 ２５日の土曜日でございます。吉賀高等学校支援協議会の総会が開催したところでございます。 

 ２６日の日曜日でございます。益田市の美都町におきまして、日本青年会議所島根ブロック協
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議会の記念式典のほうが開催で、出席をしております。 

 ２７日は、益田で行われた石見空港ターミナルビル株式会社の定時株主総会、取締役会の出席

でございます。 

 中ほど２９日でございます。萩・石見空港利用拡大促進協議会の総会。 

 ３０日でございます。職員が退職いたしましたので、退任式を行ったところでございます。 

 ７月に入りまして、１日でございます。松江市で行われました島根県土木協会通常総会ほか記

載の会議のほうへ出席いたしました。 

 それから、翌日７月２日の土曜日でございますが、吉賀町イベント会場訪問、広島市とありま

す。今回初めてでございましたが、広島市中区の本通にありますパルコの敷地内で吉賀町の物販

等を御紹介させていただくイベントを開催いたしましたので、そちらのほうへ訪問いたしました。 

 ４日は臨時議会を招集したところでございます。 

 ３ページになりまして、同日でございます。議会全員協議会、それから益田市で行われました

高津川漁業振興協議会役員会総会のほうへ出席をしております。 

 ５日は益田地区期成同盟会の島根県要望ということで、松江へ出かけまして、知事、副知事、

県議会の議長、それから土木部長、農林水産部長のほうへ要望したところでございます。 

 ７月６日の水曜日は、第１回目の吉賀町長杯のグラウンドゴルフ大会を大野原で開催させてい

ただきました。 

 ７日は益田へ出かけまして、島根西部農業後継者育成確保連絡協議会定例総会へ出席しており

ます。 

 ８日は治水の関係でございますが、中国治水期成同盟会の連合会の総会と在広島根県人会総会

が行われましたので、倉敷と広島へ出かけたところでございます。 

 ７月１１日でございます。国保連合会の理事会で松江、１２日は広域事務組合の理事会で益田

へ出かけております。 

 １３日でございます。森師ポロ・ビーシーエス現地研修視察でございます。これは、かねてか

ら森師の研修を３年スパンで行っておりますが、ちょうどこの週で地域おこし協力隊の４名と産

業課の職員２名が、このポロ・ビーシーエスの社有林のほうで現地の研修会を現地研修しており

ましたので、私もぜひ現場を確認したいということで、かなりタイトなスケジュールでございま

したが、出かけさせていただきました。会社の皆さんの懇切丁寧な御指導の下、地域おこし協力

隊の皆さんが大変頑張っておられました。特にここでは、壊れない作業道造り、作業道を造る方

法、それから、集材した木材の搬出作業等の研修を受けておるという状況でございました。 

 それから、７月１５日でございます。益田地区各種期成同盟会の要望活動というということで、

浜田の浜田河川国道事務所と広島の中国地方整備局のほうへ出かけました。それから、この日は
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参議院議員の青木一彦先生が御来庁されました。 

 ７月１９日でございます。大雨の警戒待機でございます。同日でございましたが、益田地区市

町村圏事務組合の臨時会が招集されました。 

 最後の７月２０日、２１日でございます。島根県町村会の定期総会、研修会並びに現地視察が

当町で開催をされまして、県内の首長が御来庁いただいたところでございます。 

 ４ページに入ります。同日でございますが、広島のモンベル広島紙屋町店で毎年行っておりま

す吉賀町のイベントを開催させていただきましたので、こちらのほうへ出席をさせていただきま

した。それから、このときの講師の一人でございましたが、農林水産省の持続・有機農業推進

チーム長の小宮チーム長が、このモンベルのイベントにも参加されましたし、その夜、吉賀町へ

入っていただきましたので、２２日には、小宮チーム長の講演会を行ったところでございます。 

 ２４日でございます。全国消防操法大会出場隊選考会いうことで、吉賀町消防団の第３分団が

ポンプ車の部で出場いたしました。残念ながら、第２位ということで全国大会への出場権の獲得

には至りませんでした。大変皆さん頑張っていただきました。 

 ２５日でございます。松江におきまして、記載をしております土木協会島根県要望ほかで出か

けております。 

 ２６日には、吉賀町の行政相談委員であります村上禎さんが総務大臣表彰を受賞されまして、

その報告に御来庁されました。 

 ２８日でございます。島根県森林協会通常総会で松江へ出かけております。 

 ８月に入りまして、２日でございます。益田地区各種期成同盟会の中央要望ということで東京

へ出かけまして、県選出の国会議員の先生方、そして国土交通省のほうを要望活動で歩かせてい

ただきました。 

 ３日につきましては、全国治水砂防協会島根県支部役員会通常総会で松江へ出かけております。 

 ８月４日、一番下のところでございます。全国水源の里連絡協議会要望活動でございます。私

が県の過疎協の会長を仰せつかっておる関係で、この全国の水源の里連絡協議会の副会長にもな

っておりまして、この日に東京へ出かけまして、京都府の綾部市長、会長でございます、副会長

は岡山県の真庭市長、さらに高知県の大豊町長でございますが、御一緒に内閣府と総務省と林野

庁のほうへ要望活動へ出かけたところでございます。 

 ５ページに入りまして、５日でございます。同じくこれは、この日も大雨の警戒待機でござい

ました。 

 ９日につきましては、松江市で行政説明会等が開催されて出席しております。 

 １５日、中ほどでございます。吉賀町の成人式を基幹集落センターで挙行させていただきまし

た。その日の夜でございました。田野原地内で一般建物火災が発生いたしましたので、消防団の
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皆さん、常備の方と対応させていただいたところでございます。 

 それから、１６日の横文字で「ｍｕｓｂｕｎ」、これは「むすぶん」と読みますが、ｍｕｓｂ

ｕｎの大学生、それからベジタブルテック株式会社、ＢＳテレビ東京が来町されました。実は、

このＢＳテレビ東京の番組の中で、大学生の皆さんがいろいろな御提案をされて、それに対して

の審査をするという番組なんですが、女子大生の３名の方が、このｍｕｓｂｕｎという会社でご

ざいますが、御提案をされて、提案の内容は、介護人材の不足をいかにして解消するかという

テーマでございました。これが立派な賞を受賞されまして、それをテレビ局のほうが実証実験を

したいと。その候補地として吉賀町をありがたくも御推薦を頂いたということで、その取材を兼

ねて大学生の皆さん、それからここにあります会社の代表の方、ＢＳテレビ東京のクルーの皆さ

んが御来町されました。 

 この様子は、９月２４日土曜日だったと思いますが、午後９時からＢＳテレビ東京のほうで放

映をされるということでございます。また是非、お時間がありましたら御覧いただきたいと思い

ます。 

 同じくその１６日でございます。町議会の全員協議会でございます。それから、１６日から

１８日にかけましては、大雨の警戒待機でございます。 

 それから、そのさなかでございましたが、１７日は山口県平生町の光輝病院のほうへ出かけま

した。かねてから申し上げておりますように、今回六日市学園の方針を大きく転換をいたしまし

たので、そのことを直接お伝えしたいということと、もう一つは、施設設備の改修の件につきま

して御協議に伺ったところでございます。病院のほうからは、重冨雄哉理事長、それから豊田事

務長に対応していただきました。私のほうからは、町長、それから吉長地方創生アドバイザーと

企画課の課長、担当者が出向いたところでございます。 

 １８日は、ありますように、国有林の関係で松江へ出かけております。 

 ６ページになります。同日でございましたが、先ほど申し上げました一般建物火災の被災者の

方に日赤からのお見舞い物品等の持参をさせていただきました。 

 ２１日は、消防団の夏季訓練でございます。 

 ２２日は、上京いたしまして、島根県の東京事務所、それから農林水産省の農産局へ出かける

とともに、以前、全員協議会でも現地で加工所の御説明がございましたが、ルッキンググッドの

店舗のほうへお礼かたがた近況の御報告を受けに上がったところでございます。 

 ２３日には、益田赤十字病院へ訪問しております。 

 ２４日には、日本政策金融公庫浜田支店との包括連携協定の締結式を行いまして、安永議長に

も御出席いただいたところでございます。 

 ２５日は、出雲、江津とありますが、県立中央病院、それから島根大学附属病院、さらに医療
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政策課との事務協議ということで出かけております。 

 ２６日には、萩市で行われました山陰道等早期整備決起大会が行われましたので、安永議長、

それから経済常任委員長にも御同伴いただいたところでございます。 

 下がっていただきまして、中ほど２９日でございます。椛谷森の会来庁とあります。実は、中

央地方道の環境美化活動をこの椛谷森の会、長年にわたって活動しておられまして、それが高く

評価されて、今回国土交通大臣表彰を受賞されました。その受賞報告ということで椛谷の橋本修

治代表のほうが御来庁いただいたということでございます。 

 ３１日でございます。吉賀高等学校地域クラブテニスの選手の皆さんが表敬訪問という形で御

来庁いただきました。既に御案内のとおりでございますが、１０月、栃木国体が開催されるわけ

でございますが、その出場権を予選を突破して獲得をされたということで、１年生の加藤さん、

同じく１年生の岩本さんが役場のほうへ御報告に先生と一緒に御来庁いただいたところでござい

ます。その日の午後でございます。益田市におきまして緊急事態発生時における廃棄物処理に関

する協定書締結式が、益田市、津和野町、それから広域事務組合と鹿足不燃物処理場、この合同

という形で協定式が行われたところでございます。協定の相手方は、萩市にございますジェムカ

でございます。 

 ９月に入りまして、２日、一番下でございます。議会の全員協議会が開催されました。最後の

ページ、７ページの上でございますが、石見東部・西部地区連絡会より石見フレーム切手の贈呈

を受けました。六日市の水津局長が御来庁されたところでございます。 

 ９月５日月曜日でございます。ヨシワ工業株式会社の会長様、吉野克己様が、このたび御逝去

されるという訃報が届きました。したがいまして、御逝去されましたのは少し前でございました

が、御親族の皆様等の準備等もあるということでございまして、アポイントを取ってこの日、

９月５日の午前中のところで海田の本社のほうへ出かけさせていただいて、弔意をお伝えさせて

いただいたところでございます。 

 ９月５日から６日につきましては、先ほど申し上げました台風第１１号の警戒待機でございま

す。 

 最後、一昨日７日でございます。東洋大学、立教大学、東京大学、このゼミ学生による高津川

流域３市町の視察来庁ということで、約２０名の方が御来庁されましたので、私のほうから町の

ほうのプレゼンをさせていただいたところでございます。 

 少し長くなりました。以上で、行政報告、動静報告とさせていただきたいと思います。 

────────────・────・──────────── 

日程第５．発議第４号 

○議長（安永 友行君）  それでは、日程第５、発議第４号安倍元首相国葬の閣議決定を撤回し、
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国葬中止を求める意見書（案）を議題とします。 

 本件についての提案理由の説明を求めます。９番、藤升議員。 

○議員（９番 藤升 正夫君）  それでは、発議第４号につきまして、提案させていただきたいと

思います。タブレットのほうにも入っておりますので、よろしくお願いいたします。 

 発議第４号、令和４年９月９日、吉賀町議会議長安永友行様。提出者、吉賀町議会議員藤升正

夫。 

 安倍元首相国葬の閣議決定を撤回し、国葬中止を求める意見書（案）。 

 上記の議案を、別紙のとおり会議規則第１４条第１項の規定により提出します。 

 理由としては、政府は安倍元首相の国葬を国会にかけることもなく閣議だけで決定し、多額の

国費を費やすことは国民の理解を得られないためとしております。 

 裏面を見ていただきます。 

 安倍元首相国葬の閣議決定を撤回し、国葬中止を求める意見書（案）。 

 岸田政権は、安倍元首相の「国葬」を閣議決定し、９月２７日に強行しようとしています。 

 現在、国葬について定めた法令は存在しません。戦前の日本には国葬令が存在していましたが、

政教分離や思想良心の自由等を保障する日本国憲法が制定されたことを機に失効しています。 

 アベノミクスによって貧困と格差が深刻化し、安保法制の強行採決、集団的自衛権の容認、公

文書改ざんといった民主主義の破壊、「桜を見る会」や「森友学園」「加計学園」に象徴される

政治の私物化が行われ、多くの国民から疑惑の目が向けられました。 

 安倍氏に対する評価は人それぞれ異なり、安倍氏に対して弔意を示すか否か、どのように示す

かは個人の自由です。ところが、岸田首相は、８月１０日の会見で、「国葬」は「故人に対する

敬意と弔意を国全体としてあらわす儀式」だとのべ、安倍氏への弔意を国民に強制する姿勢を示

しました。これは憲法１９条が保障する「思想及び良心の自由」に反するものです。 

 安倍政治を全肯定することにつながりかねない国葬の実施に、各種の世論調査は「国葬に反対」

が「賛成」を上回っています。 

 国葬は、国が個人の葬儀を主宰し、その費用は国費で賄われます。新型コロナウイルス感染拡

大により、生活や営業が立ち行かなくなっている多くの国民に向けた支援が必要なときに、多額

の国費を使うことは国民の理解は得られません。 

 政府におかれましては、安倍元首相の国葬についての閣議決定を撤回し、憲法に違反する「国

葬」の計画をただちに中止することを強く求めます。 

 以上、地方自治法第９９条の規定により意見書を提出します。 

 提出先といたしまして、内閣総理大臣、財務大臣、総務大臣としておりますので、よろしくお

願いします。 
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○議長（安永 友行君）  それでは、提出者の提案理由の説明が終わりました。 

 ここで、提出者に対し、質疑を許します。質疑はありませんか。よろしいです。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（安永 友行君）  質疑がないようです。 

 日程第５、発議第４号安倍元首相国葬の閣議決定を撤回し、国葬中止を求める意見書（案）の

質疑は保留しておきます。 

────────────・────・──────────── 

日程第６．発議第５号 

○議長（安永 友行君）  引き続き、日程第６、発議第５号旧六日市学園施設の利活用に慎重な対

応を求める決議（案）を議題とします。 

 本件についての提案理由の説明を求めます。９番、藤升議員。 

○議員（９番 藤升 正夫君）  それでは、ただいま議題となりました発議第５号について、読み

上げて提案をさせていただきます。 

 なお、この文につきましては、タブレットのほうでは確認はできておりませんので、そのよう

に御確認していただいたらと思います。書面で読み上げさせていただきます。 

 発議第５号、令和４年９月９日、吉賀町議会議長安永友行様。提出者、吉賀町議会議員藤升正

夫。賛成者、吉賀町議会議員三浦浩明、河村由美子、河村隆行。 

 旧六日市学園施設の利活用に慎重な対応を求める決議（案）。 

 上記の議案を、別紙のとおり会議規則第１４条第１項の規定により提出します。 

 理由、町長に、六日市学園施設の有効活用が、吉賀町にとって負の遺産とならないか改めて検

証し、慎重な判断を求めるためとしております。 

 裏面をお願いします。 

 旧六日市学園施設の利活用に慎重な対応を求める決議（案）。 

 旧六日市医療技術専門学校の建物等（以下「学園施設」という）は、今年の６月までは「法人

側から申出のあった無償譲渡については、町での活用の検討を行ったが、財政状況が大変厳しい

中で、施設規模や維持費的に直営での所有は困難との判断であった」というのが町の見解でした。 

 ところが、岩本町長は、今年７月４日の議会全員協議会において、情勢の変化と現地方創生ア

ドバイザーからの助言を受け、学園施設を存続させ利活用する方針へ転換することを表明しまし

た。 

 情勢変化の一つ目に、建物を存続して利活用を望む要望書が１,０７５名の署名とともに提出

されたことをあげていました。一方で、町民の中にはこの要望書への署名を拒んだ人もいます。

町のお金がそこにつぎ込まれるのではないか、古い大きな建物をどうするのかと批判的にとらえ
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る意見も出ています。 

 地方創生アドバイザーからの助言は、町長の発言によると「施設運営については、地域再生法

に規定する地域再生推進法人を設立・指定した上で、企業版ふるさと納税制度を活用し企業から

の財政支援等を受ければ、今後、大幅な町からの財政出動がほとんどない」というものでした。 

 ８月１６日全協資料「学園施設の利活用に係るスケジュール」によれば、みなし法人から来年

３月に学園施設を譲受し、４月１日には地域再生推進法人との普通財産無償貸付契約を結ぶ予定

です。貸付後の施設管理は地域再生推進法人によって行われ、通路から学園校舎入り口までの段

差解消、大規模修繕などは貸付先の地域再生推進法人の判断により行うこととなるため、費用に

ついて「民間資金の活用」と説明されていますが、資金不足に陥ったとき及び契約解除後の施設

の解体に民間資金が確保できるかなどリスク分析、評価に関連する発言はされていません。 

 町には、吉賀町に関心を持っていただいている企業の方や署名に協力された方々の知恵が活か

され、町民にとって有益な施設のあり方を検討できるよう、要望提出者への積極的な助言こそ期

待されます。 

 老朽化した建物は安易に引き受けても、負の遺産になる恐れのある施設であり、みなし法人の

現況復旧への支出が行われる前に、改めて今回の方針転換が将来にわたって負の遺産とならない

か検証し、慎重な判断をされるよう町長に求めます。 

 以上、決議します。 

 提出先といたしまして、吉賀町岩本一巳町長としておりますので、よろしくお願いいたします。 

○議長（安永 友行君）  以上で、提出者の提案理由の説明が終わりました。 

 これより、提出者に対し、質疑を許します。質疑はありませんか。１１番、庭田議員。 

○議員（１１番 庭田 英明君）  ３点ほどお聞きします。 

 １つは、まだまだ認定はされていないんだと思いますけど、この地域再生推進法人の母体の方

の意見を聞かれたのかということを１点、お聞きしておきたいと思います。 

 それと、ここに「負の遺産」という文言が出ていますけど、どういうことを想定して負の遺産

とされているのか。 

 それと、最後に慎重な判断をされるように町に求めていますが、これは譲渡をされないと言い

ますか、譲渡を受けないという判断をしろということなんでしょうか。その３点をまずお聞きし

ます。 

○議長（安永 友行君）  ９番、藤升議員。 

○議員（９番 藤升 正夫君）  それでは、お答えいたします。 

 まず初めに、法人経営の母体となるところ、恐らく書面等を提出していただいた代表の方だと

思いますが、意見については聞いておりません。なぜかと言いますと、まず、今の校舎自体を一
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番最後で述べております、最後の３番目の質問に関係してくるわけですけれども、慎重な判断と

いうものは、そもそも譲渡を受けないでほしいという中身であります。 

 負の遺産となるということにもありましたが、例えば、使わなくなった後の校舎の解体費用、

これは全員協議会の中では、民間の資本、民間のお金でやるという回答を頂いておりますが、果

たして解体するものにお金を出そうというところが本当に出てくるか。また、それまでに解体費

用を、この地域再生推進法人が蓄えることができるのか。これらについては、大変な疑問があり

ます。 

 なおかつ、町は、これまで町からの財政出動について、ほとんどないとかいうような言葉にお

きまして、「全くない」という表現については、まだ私は聞いた記憶がございません。となりま

すと、町がお金を出す必要がある可能性が大きくある。そういう意味で、町の財政出動をしなけ

ればならないというものは負の遺産になりますし、また施設を管理する経費につきましても、ず

っと民間の資金でできるか、この点につきましても、出していただける民間からそれだけの資金

提供、また法人自体の事業運営において利益が出るほどのものになるか、その点についても大変

な疑問があるというところで、先ほど御質問がありましたような、負の遺産についてと、それか

ら、慎重な判断というのは、町からの財政出動そのものがないことを願っての提出であります。 

 以上です。 

○議長（安永 友行君）  １１番、庭田議員。 

○議員（１１番 庭田 英明君）  今、事は進んでいるわけですけど、その中で議員の判断と言い

ますか、疑問や懸念が残るということで、この事業を中止しろというのは大変乱暴な意見だと私

は思います。 

 そこで、町の財政出動を一銭もしないというような考えのようですけど、もしこの事業が軌道

に乗って、町の活性化が町財政に恩恵をもたらすようなことになるやもしれない事業ですので、

そこのところを、ただ方針転換したからという、しかも町に財政負担がかかるからということで

ストップさせようというこの議員の対応は果たして正しい判断なのかということは、私は申し述

べておきたいと思いますし、先ほどから町長の判断の方向転換ということが出ていますけど、町

長は、もし完全にあそこを解体するということは言われていないと思います。言葉はちょっと違

いますけど、有利な活用方法が出たら、その限りではないということを言われていますので、一

方時に方向転換したという意見は、少し改めるべきではないかと思います。 

 今後も、この受皿となる地域再生推進法人との意見聴取なり、考えを聞くつもりはないわけで

すか。 

○議長（安永 友行君）  ９番、藤升議員。 

○議員（９番 藤升 正夫君）  では、お答えいたします。 
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 今の御質問ですが、軌道に乗る可能性もあるということは、私も全面的に否定するわけではあ

りません。といいますのは、今度の一般質問でも述べますが、大きい施設であるがために経費は

非常にたくさんかかる。それを一旦解体し、新たに本当に要る施設にする、そういう形での活用、

私は、そこには希望があるというふうに考えております。 

 確かに、町長が言われるような形でのにぎわいの創出、最初にぱっと聞いたときは、もしかし

たら変われるかもしれない、そういう感覚も受けましたが、一つ一つのことを調査する中で、

５,７００平米もの施設、これへの維持管理にどのくらいのお金がかかるというふうに質問者が

考えておられるかは分かりませんが、私は、多額のものが必要となってくる。それを民間の資金、

そして法人の営業努力で本当に賄えるか、そこのところは、大きな施設であるからこそいい面も

あるかもしれませんが、負の場面が多い、そのように考えております。 

 また、解体についてということで町長は述べてないと言いますが、先般の全員協議会におきま

して、こちらから解体費用について問うたときに、そのことを否定せず、民間資金の活用という

ふうに担当者は答えておりますので、私は、町長がそのことを否定しなかったことから、解体に

ついてのことも含めて、当たり前だと考えております。（発言する者あり） 

 今の対応は正しいかという問題ですけれども、先ほど言ったことに重なりますが、本当に正し

いかどうかは私も分からない部分を持っていますが、少なくとも、現時点でいろんな数字の積上

げをした中で考えるのに無理だと。そして、先般の全員協議会が開かれるまで、具体的に何に使

うかも出されていない。そういう中で、これからアドバイザーの助言もあります、そして国から

のいろんな支援策がいっぱいありますというアドバイザーからの御発言もありました。いっぱい

ありますが、じゃあその支援というのは、どんな条件がついているのか。創業資金がなければ使

えない補助金であったりとか、条件がついています。また、借金をするにしても、利率の高いも

のを借りることしかできないものもあります。そこら辺から判断すると、現時点で、私は正しい

というふうな判断をしております。 

○議長（安永 友行君）  １１番、庭田議員。 

○議員（１１番 庭田 英明君）  意見の相違ですので、幾ら話し合っても平行線だと思いますけ

ど、これを提出された方は、この法人の今後の運営に大変な不安を持っているんだろうと思いま

す。それはそれでもっともなことだと私は思います。 

 なぜかといいますと、まだこの法人は町の認定を受けていない状態ですので、それは無理はな

いと思いますけど、こうやって、せっかく民間の方が新しい町をつくっていこうというときに、

議員としてこの法人をつくる母体の方と１回も話し合いをしないで、自分たちの判断だけでこう

いう決議案を出すというのは、大変不謹慎なことだと、町民に対してです、私は思います。 

 これは、返答は要りませんけど、私は意見として申し述べておきたいと思います。 
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○議長（安永 友行君）  ９番、藤升議員。 

○議員（９番 藤升 正夫君）  町長が方針転換する以前にお話はさせていただいております。そ

れは、署名を持って来られたんですが、何に使うかも分からない、ただ単に、もったいないとい

うことだけで受けるというのは、大変問題があるのではないか。そして、そのとき同時に言った

のは、専門的な人の御意見をぜひ伺うようにということをお伝えいたしました。 

 そしてもう一点、今までこの母体となられる方々の状況について、議会の全員協議会でも言っ

て報告をされております。その中身を見る中において、まだまだ前に向けて話はされていますが、

例えば先般の全員協議会、吉賀高校生や中学生のためということがアドバイザーの御発言の中に

もありましたが、じゃあ具体的に何をするのか。子どもたちのためという、本当にその言葉だけ

は非常にいいものです。ところが、そのための費用、そこに来る人たちだけじゃありません、そ

れを支える人たちの負担、それも考えているのかということについては、それについても心配な

種の一つというふうに受け止めましたので、あえて母体となる方々の御意見を今聞くということ

についてはしておりませんし、その必要についても考えておりません。 

 私がこれまでに一般質問等でも述べてきたように、今回の１,０７５名の署名をつけて要望さ

れました。本当に尊いことだというふうに私は受け止めておりますし、これからももっとそうい

う活動が進められることを期待しております。だからこそ、町は真剣になって、失敗しないよう

に助言をしていく、そのことが重要である。その助言について、もう一度施設を使う、活用する

から転換をして、更地になったところに新たなものをつくる、本当に必要となるものをつくる、

そこから考えようと、これも助言です。私は、そのことを求めているわけです。 

 以上です。 

○議長（安永 友行君）  ４回目ですので。 

○議員（１１番 庭田 英明君）  これで終わります。 

○議長（安永 友行君）  １１番、庭田議員。 

○議員（１１番 庭田 英明君）  最後のほうは、少し矛盾がある。個人の意見だったと思います。

譲渡を受けるなという、最初発言がありましたよね。その中で、今度はしっかり成功するように

町が助言しろというのは、何を言っているのかさっぱり分かりません。それと、この法人が何を

したいのかということもはっきりしないということですけど、既に、まだ確認はしていませんけ

ど、この法人の母体となる組織は、定款をつくって自分たちの活動の内容もそこに載せているは

ずです。そうやって、本当に民間がまちづくりに対して真剣に考えているのに、何回も申します

けど、自分たちの調査もしないで、こういう決議案を出すというのは、不謹慎極まりない、その

ように私は申し述べておきたいと思います。 

 以上で終わります。 
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○議長（安永 友行君）  ９番、藤升議員、もう一回短く、蒸し返しにならんようにお願いします。 

○議員（９番 藤升 正夫君）  今、矛盾点について言われましたけども、あの施設を使うんじゃ

なくて、先ほども言いましたように、新たに造る施設のところで知恵を発揮してくれということ

ですので、誤解ないように求めます。（発言する者あり） 

○議長（安永 友行君）  ほかにありませんか。よろしいです。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（安永 友行君）  質疑がないようです。 

 日程第６、発議第５号旧六日市学園施設の利活用に慎重な対応を求める決議（案）の質疑は保

留をしておきます。 

 ここで１０分間休憩します。 

午前９時59分休憩 

……………………………………………………………………………… 

午前10時10分再開 

○議長（安永 友行君）  それでは、休憩前に引き続き、会議を再開します。 

────────────・────・──────────── 

日程第７．認定第１号 

日程第８．認定第２号 

日程第９．認定第３号 

日程第１０．認定第４号 

日程第１１．認定第５号 

日程第１２．認定第６号 

日程第１３．認定第７号 

日程第１４．認定第８号 

日程第１５．認定第９号 

○議長（安永 友行君）  日程第７、認定第１号令和３年度吉賀町一般会計歳入歳出決算認定につ

いてから日程第１５、認定第９号令和３年度吉賀町水道事業会計決算認定についてまでを一括議

題とします。 

 本件についての提案理由の説明を求めます。岩本町長。 

○町長（岩本 一巳君）  それでは、一括で上程をさせていただきます。 

 認定第１号令和３年度吉賀町一般会計歳入歳出決算認定について、地方自治法（昭和２２年法

律第６７号）第２３３条第３項の規定により、令和３年度吉賀町一般会計歳入歳出決算を、別紙

監査委員の意見をつけて議会の認定に付する。令和４年９月９日提出、吉賀町長岩本一巳。 
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 認定第２号令和３年度吉賀町興学資金基金特別会計歳入歳出決算認定について、地方自治法

（昭和２２年法律第６７号）第２３３条第３項の規定により、令和３年度吉賀町興学資金基金特

別会計歳入歳出決算を、別紙監査委員の意見をつけて議会の認定に付する。令和４年９月９日提

出、吉賀町長岩本一巳。 

 認定第３号令和３年度吉賀町国民健康保険事業特別会計歳入歳出決算認定について、地方自治

法（昭和２２年法律第６７号）第２３３条第３項の規定により、令和３年度吉賀町国民健康保険

事業特別会計歳入歳出決算を、別紙監査委員の意見をつけて議会の認定に付する。令和４年９月

９日提出、吉賀町長岩本一巳。 

 認定第４号令和３年度吉賀町後期高齢者医療保険事業特別会計歳入歳出決算認定について、地

方自治法（昭和２２年法律第６７号）第２３３条第３項の規定により、令和３年度吉賀町後期高

齢者医療保険事業特別会計歳入歳出決算を、別紙監査委員の意見をつけて議会の認定に付する。

令和４年９月９日提出、吉賀町長岩本一巳。 

 認定第５号令和３年度吉賀町介護保険事業特別会計歳入歳出決算認定について、地方自治法

（昭和２２年法律第６７号）第２３３条第３項の規定により、令和３年度吉賀町介護保険事業特

別会計歳入歳出決算を、別紙監査委員の意見をつけて議会の認定に付する。令和４年９月９日提

出、吉賀町長岩本一巳。 

 認定第６号令和３年度吉賀町小水力発電事業特別会計歳入歳出決算認定について、地方自治法

（昭和２２年法律第６７号）第２３３条第３項の規定により、令和３年度吉賀町小水力発電事業

特別会計歳入歳出決算を、別紙監査委員の意見をつけて議会の認定に付する。令和４年９月９日

提出、吉賀町長岩本一巳。 

 認定第７号令和３年度吉賀町下水道事業特別会計歳入歳出決算認定について、地方自治法（昭

和２２年法律第６７号）第２３３条第３項の規定により、令和３年度吉賀町下水道事業特別会計

歳入歳出決算を、別紙監査委員の意見をつけて議会の認定に付する。令和４年９月９日提出、吉

賀町長岩本一巳。 

 認定第８号令和３年度吉賀町農業集落排水事業特別会計歳入歳出決算認定について、地方自治

法（昭和２２年法律第６７号）第２３３条第３項の規定により、令和３年度吉賀町農業集落排水

事業特別会計歳入歳出決算を、別紙監査委員の意見をつけて議会の認定に付する。令和４年９月

９日提出、吉賀町長岩本一巳。 

 認定第９号令和３年度吉賀町水道事業会計決算認定について、地方公営企業法（昭和２７年法

律第２９２号）第３０条第４項の規定により、令和３年度吉賀町水道事業会計決算を、別紙監査

委員の意見をつけて議会の認定に付する。令和４年９月９日提出、吉賀町長岩本一巳。 

 以上でございます。このうち認定第１号から第８号につきましては出納室長から、最後の認定
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第９号につきましては建設水道課長の方からそれぞれ詳細説明をさせますので、よろしくお願い

いたします。 

○議長（安永 友行君）  それでは、提案理由の説明が、町長のほうからの説明が終わりましたの

で、詳細説明を求めます。 

 認定第１号から認定第８号について村上出納室長より、認定第９号は早川建設水道課長のほう

から詳細説明をしていただきます。村上出納室長。 

○出納室長（村上  恵君）  それでは、ただいまから令和３年度一般会計及び特別会計歳入歳出

決算書の御説明を申し上げます。決算書と参考資料を中心に御説明を申し上げます。どうぞよろ

しくお願いいたします。 

 初めに、一般会計の決算についてです。決算書４ページから、参考資料２ページ、グラフにつ

きましては３ページを御覧ください。 

 では、参考資料の２ページ、中段を御覧ください。一般会計、令和３年度の歳入決算額は

８０億４,０７６万１,５５９円、前年度比１億１,５９２万７,２７２円、１.５％の増です。下

段の歳出の合計、歳出決算額は７７億６,０６５万８,１８１円、前年度比２４９万２,７２７円、

０.０３％の増となり、歳入歳出ともに前年度より増額となりました。 

 歳入の増減要因についてですが、参考資料３ページを御覧ください。上段のグラフで顕著な差

を示す項目を中心に御説明を申し上げます。 

 まず、決算書１７ページ、参考資料は２ページ、歳入総額のおよそ６.４％を占める町税につ

きましては、前年度比６,６６２万２,３０７円の減額です。内訳としまして、町民税は納税義務

者の減少などにより８９９万円の減額、固定資産税につきましては、中小事業者等に対する軽減

措置等により６,０４２万円の減額です。 

 次に、参考資料２ページの町税から９番目、地方特例交付金につきましては、決算書は

２１ページ、備考欄下段、０１新型コロナウイルス感染症対策地方税減収補填特別交付金

４,２０７万２,０００円の増額が特徴点です。これは、固定資産税のところで述べました中小企

業者などへ対する軽減措置分の交付金となります。 

 次に、参考資料２ページ、歳入の地方特例交付金の下、歳入総額のおよそ４６.２％を占める

地方交付税につきましては、普通交付税２億３,６１５万７,０００円、特別交付税７,３４５万

３,０００円、それぞれ増額となりました。 

 参考資料２ページ、歳入の地方交付税から２番目、分担金及び負担金につきましては、前年度

比３,７６１万２,８８９円の増額です。主な要因は、決算書２５ページ、備考欄の上段、０１維

持補修費負担金、これは、唐人屋トンネルの補修工事に係る負担金で２,８７６万９,４００円の

増額です。 
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 参考資料２ページの中段、分担金及び負担金から２番目、歳入総額のおよそ１５.６％を占め

る国庫支出金につきましては、前年度比３億７,５５８万２,２５９円の減額です。前年度計上さ

れていました特別定額給付金事業費給付費補助金６億１,８７０万円の減額が主な要因です。 

 続きまして、参考資料２ページ国庫支出金の次、県支出金につきましては、前年度比１億

７,２４３万４,２６５円の減額です。保育所緊急整備事業費補助金８,２４４万１,０００円、農

村地域防災減災事業費交付金６,４８６万６,０００円、商業・サービス業感染症対応支援事業補

助金２,２３２万１,５００円の減額が主な要因です。 

 次に、参考資料２ページ、県支出金から２番目の寄附金につきましては、８,９０９万

１,０００円の減額です。一般寄附金、前年度比で９,１９５万円の減額が主な要因です。 

 次に、参考資料２ページ、寄附金の下、繰入金についてです。前年度比で１億８,９７５万

９,１９０円の減額となりました。減債基金繰入金１億２,５００万円などが主な要因です。 

 次に、参考資料２ページ、繰入金の２つ下、諸収入につきましては、前年度比で１億７,２１１万

６,１９５円の増額です。決算書は５１ページ、備考欄一番下の１７返還金１億４,７１５万

４,２３３円が主な要因です。 

 次に、参考資料２ページ、歳入の一番下、町債についてです。普通建設事業費に係る町債発行

額の増加などにより、前年度比で４億４,２５９万７,０００円の増額です。 

 次に、歳出についてです。決算書は５８ページから、参考資料は２ページの下段、それに伴う

グラフは、３ページ下段を御覧ください。 

 まず、参考資料３ページのグラフを御覧いただきますと、前年度比で増額となった項目は、左

から衛生費、農林水産業費、商工費、消防費、教育費、災害復旧費となっており、逆に、減額と

なった項目は、左から議会費、総務費、民生費、労働費、土木費、公債費です。 

 それでは、各項目の主な増減要因または特徴点について申し上げます。 

 参考資料２ページ、議会費につきましては、前年度比１１８万６,９４１円の減額です。その

下、総務費につきましては、前年度比４億７,６８８万８,５３７円の減額です。前年度計上して

いました特別定額給付金事業費６億２,６７９万６,７３３円の減額が主な要因です。 

 総務費の増額につきましては、決算書７１ページ、備考欄の上段、１２減債基金積立金１億

９,９７４万４,５３５円、決算書の８５ページの中段、衆議院議員選挙費の１,２４７万

２５３円、決算書８７ページ上段の町長町議会議員選挙費１,１４０万１,６４６円の増額が特徴

点です。 

 参考資料２ページ、民生費につきましては、前年度比４,２５６万３,７３２円の減額です。主

な要因につきましては、前年度計上していました法人保育所施設整備の児童福祉施設整備費１億

２,６２４万１,８３０円の減額です。 
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 参考資料２ページの衛生費につきましては、前年度比２,７８０万８,４４４円の増額です。主

な要因につきましては、決算書１１５ページ、備考欄中段、０３新型コロナウイルスワクチン接

種事業費６,９７７万６,９５４円の増額です。 

 参考資料２ページの労働費につきましては、前年度比２８０万９,９００円の減額です。 

 その下、農林水産業費につきましては、前年度比１億８,６８２万５,２９４円の増額です。 

 決算書１３３ページ、備考欄上から３番目の０１農林振興施設整備事業費、０２改良工事費、

これは、ふれあい会館のレジリエンス強化工事で、１億７,９４０万５,６００円の増額が主な要

因です。 

 参考資料２ページの商工費につきましては、前年度比１億９,６７２万５,５２６円の増額です。 

 決算書１４９ページ、備考欄２番目の０２健康増進交流促進施設整備事業費、０２改良後工事

費、これは、むいかいち温泉ゆ・ら・らのレジリエンス強化型ＺＥＢ化工事で２億３,２７３万

５,８００円の増額が主な要因です。 

 参考資料２ページの土木費につきましては、前年度比７,８８８万７,７８１円の減額です。主

な要因つきましては、決算書１５７ページ、備考欄の中段、０１橋梁新設改良補助事業費

９,１３９万８,１００円の減額です。 

 参考資料２ページ、消防費につきましては、前年度比１億５,４７５万２,４７６円の増額です。

主な要因につきましては、決算書１６１ページ、備考欄の中段、０１常備消防費、１１益田広域

市町村圏事務組合負担金８,１１１万８,０００円の増額、決算書１６５ページ、備考欄上から

２番目、０１防災設備等整備事業費８,０９４万８,２６０円の増額です。 

 参考資料２ページの教育費につきましては、前年度比６,００８万７,０８５円の増額です。 

 決算書１６９ページ、備考欄下段、０４旧蔵木中学校管理費、決算書１７１ページ、上段、

０２改修工事費、これは、旧蔵木中学校体育館屋根塗装改良工事で１,４５２万円の増額、決算

書１８７ページ、備考欄中段、０１公民館施設整備事業費、０２改修工事費、これは、現在七日

市公民館として使用しています林業総合センターの改修工事で２,９２９万８,５００円の増額、

決算書１９３ページ、備考欄中段、０１保健体育施設整備事業費、０２改修工事費、これは、ス

ポーツ公園管理棟の改修工事で２,００９万５,９００円の増額などが主な要因となります。 

 参考資料２ページ、災害復旧費につきましては、大雨の影響により農道や林道などの復旧工事

が増加し、前年度比で３,４６７万６,９４０円の増額となりました。その下の公債費につきまし

ては、償還元金及び利子の減額により、前年度比５,６０４万６,１４７円の減額です。 

 次に、興学資金基金特別会計決算の御説明を申し上げます。決算書は１９８ページから、参考

資料４ページ上段、グラフにつきましては、参考資料５ページ上段を御覧ください。 

 参考資料４ページ歳入及び歳出決算額１,２０６万８,０９８円となり、前年度比４３３万
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９,５９３円、２６.４％の減です。 

 歳入につきましては、決算書２０５ページ、備考欄下段、０１興学資金基金貸付金元利収入

３４６万円の減額が主な要因です。 

 歳出につきましては、決算書２０７ページ、備考欄下段、０１基金積立金前年度比３４３万

９,９９３円の減額が主な要因です。 

 次に、国民健康保険事業特別会計決算の御説明を申し上げます。決算書は２１０ページから、

参考資料は４ページの中段、グラフは参考資料の５ページ中段を御覧ください。 

 参考資料４ページの歳入の計、歳入決算額７億８,４４６万７,０３１円、前年度比６,９９２万

１,８６８円、８.２％の減です。下段の歳出の計、歳出決算額７億６,８２７万６５１円、前年

度比７,３６１万８,３３９円、８.７％の減となりました。 

 歳入の主な要因につきましては、決算書２１７ページ、参考資料は４ページ、国民健康保険税

は、被保険者の減少などにより、前年度比で４００万９,５４９円の減額、上から５番目の県支

出金は前年度比で７,５３６万７,８１２円の減額です。主な要因としては、前年度計上のありま

した特別調整交付金６,１３５万１,０００円の減額です。 

 参考資料４ページ中段、県支出金の３つ下、繰越金につきましては、前年度比１,２１６万

９,７８１円と大幅に増額となりました。 

 歳出につきましては、決算書２２５ページから、参考資料４ページ下段、総務費につきまして

は、７,０３０万７,５０９円の減額です。 

 決算書２２５ページの備考欄の中段、０１一般管理事務費、１８のシステム改修委託料

２,０６９万６,５００円の減額、その下、０１連合会負担金、１１国保連合会負担金５,３５９万

７,８９０円の減額が主な要因です。 

 参考資料４ページ、総務費の下、保険給付費につきましては、前年度比６９１万６,３５５円

の減額、その下、事業費納付金、前年度比８８９万６,２８０円の減額となりました。 

 下から２番目、基金積立金、前年度比で１,０９９万６,０１９円の増額となりました。 

 次に、後期高齢者医療保険事業特別会計決算の御説明を申し上げます。決算書は２３８ページ

から、参考資料は６ページの上段、グラフにつきましては、参考資料７ページ上段を御覧くださ

い。 

 参考資料の６ページ、歳入の計、歳入決算額２億５,６２２万２,００７円、前年度比３６４万

６,５０６円、１.４％の増です。 

 歳出の計、歳出決算額２億５,５７８万１,７３７円、前年度比４０１万１,１３０円、１.６％

の増となりました。 

 歳入の主な要因につきましては、被保険者の増加などにより、保険料、前年度比で４５７万
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４,５５０円の増額、歳入の下段の諸収入につきましては、令和２年度の療養給付金精算による

返還金により、前年度比で８１０万４９４円の増額となりました。 

 歳入の上から３番目、繰入金につきましては、前年度比で９０７万５,１０４円の減額となり

ました。 

 歳出につきましては、決算書２４９ページ、備考欄の中段、０１後期高齢者医療広域連合納付

金５４３万６,０５１円の増額が特徴点です。 

 次に、介護保険事業特別会計決算の御説明を申し上げます。決算書は２５２ページから、参考

資料は６ページ中段から、グラフは７ページ下段を御覧ください。 

 参考資料の６ページ、歳入の計、歳入決算額１２億１,５９０万９,７８６円、前年度比

３,３４０万１,７３７円、２.８％の増です。 

 歳出の計、歳出決算額は１１億３２６万６,８６６円、前年度比４,９３６万２,００５円、

４.３％の減となりました。 

 歳入につきましては、参考資料６ページ、上から３番目、国庫支出金、前年度比で２,５６０万

１,５２３円、国庫支出金から２番目の県支出金、前年度比で６６４万１,４０５円、歳入の下か

ら２番目、繰越金、前年度比で１,８５１万２,３９３円、それぞれ増額となりました。 

 歳出につきましては、決算書２６９ページ、備考欄中段より少し下、０１の施設介護サービス

給付費７,９４９万１,００８円の減額が主な要因となります。 

 次に、小水力発電事業特別会計決算の御説明を申し上げます。決算書は２８４ページから、参

考資料は８ページ上段、グラフは９ページ上段を御覧ください。 

 参考資料８ページ、歳入の計、歳入決算額６,２３６万５,７３４円、前年度比６０万

９,８４３円、１.０％の増です。 

 歳出の計、歳出決算額６,２２２万５,０７５円、前年度比６５万６,０５４円、１.１％の増と

なりました。 

 決算書２９１ページ、備考欄上段、０１売電料の８８万８,０６３円の増額が主な要因です。 

 次に、歳出です。 

 総務費につきましては、参考資料の８ページ、前年度比で５３３万９,９４６円の減額です。

前年度計上されていました調査分析委託料５５６万４,９００円の減額が主な要因です。諸支出

金につきましては、前年度比５９９万６,０００円の増額、主な要因は、決算書の２９５ページ、

備考欄、０１一般会計の繰出金の６００万円です。 

 次に、下水道事業特別会計決算の御説明を申し上げます。決算書は２９８ページから、参考資

料は８ページ下段、グラフは９ページ下段を御覧ください。 

 参考資料の８ページの歳入の計、歳入決算額１億９,７４３万７,６０３円、前年度比４１３万
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８,００３円、２.１％の増です。 

 歳出の計、歳出決算額１億８,８７３万８,８９５円、前年度比３９３万７,８９５円、２.０％

の減となりました。 

 歳入の主な要因につきましては、参考資料８ページ、一番下の町債、前年度比で４００万

円の増額です。 

 歳出の主な要因につきましては、決算書３０９ページ、備考欄下段、０１施設管理総務費

８８０万８,１６１円の減額です。 

 次に、農業集落排水事業特別会計決算の御説明を申し上げます。決算書は３１４ページから、

参考資料は１０ページ、グラフにつきましては、１１ページを御覧ください。 

 参考資料１０ページの歳入の計、歳入決算額６,９５６万７,８８４円、前年度比で２３７万

７,９０７円、３.５％の増です。 

 歳出の計、歳出決算額６,２２８万８,３６３円、前年度比４４２万９,３１０円、６.６％の減

となりました。 

 歳入の主な要因につきましては、参考資料の１０ページ、一番上の繰入金、前年度比で

３８８万９,６２１円の増額、一番下の町債、前年度比で１７０万円の増額です。 

 減額につきましては、２番目の分担金及び負担金、前年度比で４０万円の減額、分担金及び負

担金から２つ下の国庫支出金につきましては、前年度比で３００万円の減額となりました。 

 歳出につきましては、決算書３２５ページ、下段、０１処理場管渠管理費が前年度比で

７８２万８,６５５円の減額となりました。 

 次に、実質収支に関する調書の御説明を申し上げます。決算書は３２８ページからです。 

 決算書３２８ページの一般会計につきましては、１の歳入総額から２の歳出総額を引いた３の

歳入歳出差引額は２億８,０１０万３,０００円ですが、翌年度への自主財源の繰越しが２億

３,７９６万９,０００円ありますので、５の実質収支額は４,２１３万４,０００円となります。 

 決算書の３２９ページ、興学資金基金から、３３５ページの農業集落排水事業の各特別会計に

つきましては、歳入歳出差引額と実質収支額は同額となっていますので御確認ください。 

 次に、財産に関する調書の御説明を申し上げます。決算書３３６ページを御覧ください。 

（１）土地及び建物の異動について御説明申し上げます。 

 まず、土地についてです。一番左に縦書きで、１行政財産、２普通財産の欄があります。１行

政財産、その他の施設の１,４１０.７６平米につきましては、寄付及び町道改良などに伴う購入

です。 

 次に、建物の増減についてです。１行政財産、木造の公営住宅３１９.０４平米につきまして

は、新横立団地の新築による増です。非木造の公営住宅９１３.６５平米につきましては、中山
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団地と新木部谷団地の解体によるマイナスの計上となりました。 

 その下、２普通財産、木造その他１,０８９.５８平米につきましては、河津集会所及び地域間

交流拠点施設の無償譲渡によるマイナス計上となりました。 

 次に、決算書３３７ページ、（２）の山林につきましては、面積の変動はございませんが、立

木は増加率５％で計上しております。（３）物権につきましては、変動はございません。（４）

有価証券につきましては、株式会社エポックかきのきむら８５０万円は、第三セクターの解散に

より、決算年度末現在高はゼロとなりました。 

 決算書３３８ページ、（５）出資による権利につきましては、益田地区広域市町村圏事務組合

１億４,７０７万４,０００円は、益田地区ふるさと市町村圏振興基金がなくなり、出資金を一般

会計へ繰入れしたことにより、決算年度末現在高はゼロとなりました。 

 次に、決算書３３９ページ、２の物品につきましては、１件が１００万円以上のものを記載し

ております。 

 令和３年度につきましては、右側下段の移動図書館車を１台購入し、２台となりました。 

 次の３４０ページにつきましては、増減はありません。 

 次の３４１ページ、右側、投票用紙読取分類機、ラジコン草刈機、保冷庫、大型発電機ディー

ゼル、ろ過器、彫刻「風路」を新たに計上しています。 

 決算書３４２ページから３４７ページの債権及び基金につきましては、前年度までは１,０００円

単位での記載としておりましたが、今回から１円単位までの記載に変更をしております。 

 では、決算書３４２ページ、３、債権についてです。一番右側の決算年度末現在高は、令和

４年３月３１日現在の現在高です。社会福祉士及び介護福祉士修学資金貸付金につきましては、

貸付金５２３万円から決算年度調停額１,０３２万１,９００円を減額しまして、年度末現在高が

４,５５８万８,１００円です。サンエム定住促進施設建設貸付金につきましては、決算年度調定

額２００万円を減額し、年度末現在高が１,５００万円です。 

 次に、３４３ページの４、基金です。これも令和４年３月３１日現在高です。令和３年度出納

整理期間中は含まれておりませんので、御注意ください。これは、債券や基金は自治体の財産で

あり、加えて、財産には出納整理期間というものはなく、全て３月３１日で経理するよう自治法

に定めがあるためです。 

 まず、（１）の財政調整基金についてです。有価証券につきましては、２億円で変動はありま

せん。また、現金につきましては、利子の増額により、１０億７,２２５万７４５円です。（２）

の学校基金の立木は、１年増加率５％で計上しています。（３）国民健康保険事業基金につきま

しては、利子の増額により、４,９８２万９,７１１円です。（４）減債基金につきましては、利

子及び積立ての増額により、４億１,２０４万７,７６６円です。（５）ふるさと創生基金につき
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ましては、利子の増額、取崩しの減額により、４,０３８万１,６８２円です。（６）土地開発基

金についてです。不動産につきましては、変動はありません。現金につきましては、利子の増額

により、１億２５４万７,４４６円です。（７）地域福祉基金につきましては、利子の増額によ

り、２億５,１０４万７,６５０円です。（８）ふるさと水と土保全対策基金につきましては、利

子の増額により、１１１万１,３１６円です。 

 次のページ、３４４ページ、（９）人材育成基金につきましては、利子の増額により、

５,０４９万１,９１８円です。（１０）の介護給付費準備基金につきましては、利子の増額によ

り、４６２万６,８８８円です。（１１）小水力発電事業基金につきましては、利子及び積立て

の増額により、１億１,００２万７,１５７円です。（１２）興学資金基金につきましては、利子

の増額により、４,７３６万１,６５５円です。（１３）まちづくり基金につきましては、利子及

び積立ての増額、取崩しの減額により、８億５,５５９万９,８１３円です。（１４）ふるさと応

援基金につきましては、利子の増額、取崩しの減額により、２,２８８万１,７７７円です。

（１５）森林環境譲与税基金につきましては、利子及び積立ての増額、取崩しの減額により、

４,６２２万９,１７４円です。 

 以上を踏まえまして、令和４年３月３１日現在の全基金の合計額は３２億６,６４３万

４,６９８円です。 

 次の３４５ページから３４７ページにつきましては、参考資料として、令和４年５月３１日現

在の債券及び基金の内訳を記載しています。 

 決算書３４７ページ、令和４年５月３１日現在の全基金の合計額につきましては、３３億

５,１２０万４,６９８円です。参考ですので、御覧いただければと思います。 

 以上で、令和３年度決算の御説明を終わらせていただきます。 

○議長（安永 友行君）  それでは、引き続き認定第９号について、早川建設水道課長より詳細説

明を求めます。早川建設水道課長。 

○建設水道課長（早川 貢一君）  それでは、令和３年度吉賀町水道事業会計決算書の詳細説明を

させていただきます。 

 まず、９ページをお開きいただきたいと思います。 

 令和３年度吉賀町水道事業の報告書でございます。 

 １、概況でございます。吉賀町水道事業は、平成２９年４月１日より、町内１５の水道を統合

し、地方公営企業法が適用される上水道事業になり５年が経過したものでございます。事業とい

たしましては、施設の老朽化、耐震化に対応するため、大野原地区において管路の更新工事を継

続事業として実施いたしました。実施延長は１,３１７メートルでございます。 

 次に、維持管理についてでございます。本管におきまして１件、給水管におきまして６件の漏
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水修理を行ったものでございます。また、水道法の一部改正に伴い、令和４年１０月を期限とし、

水道台帳を整備、運用することを求められております。 

 町は、令和２年度より繰越事業といたしまして、既存台帳を法改正に沿って再整備するととも

に、台帳図の電子化等を進めてまいりました。これにより、施設や管路の維持管理がより一層適

切に行えるようになるものと考えておるところでございます。 

 水道事業の広域化の検討につきましては、島根県が中心となって、提言に向け協議が進められ

ているところでございます。 

 続きまして、給水の状況でございます。給水人口は５,６２２人で、前年度比１８１人の減少、

年間配水量は８５万８,４８０立方メートルで、２万４,０５０立方メートル減少いたしました。

また、年間有収水量率は７５.７３％となり、昨年より１.３２ポイント減少しました。 

 本年度は、給水件数は横ばいであるものの、給水人口が減少したため、配水量、有収水量の減

となったものでございます。 

 その他の業務量は、１８ページ、３、業務、（１）業務量に記載しておりますので、お読み取

りを頂きたいと存じます。 

 次に、建設改良事業でございます。本年度施工いたしました主な事業は、大野原地区老朽配水

管布設替工事でございます。水道施設の老朽化に対応するため、管路の老朽配水管布設替えの工

事を実施を行いました。更新管路の延長は、先ほども申しましたけれども、１,３１７.３メート

ルでございます。内訳といたしましては、送水管が１９１.０メートル、配水管が１,１２６.３メー

トルの管路を更新をいたしました。 

 １３ページ、２、工事にも記載をしておりますので、お読み取りを頂きたいと思います。 

 続きまして、財政状況でございます。収益的収入の総額は２億２,９７３万８,０００円、収益

的支出の総額は２億１,７２２万９,０００円となりました。この結果、１,２５０万９,０００円

の当年度純利益を計上し、同額が当年度未処分利益剰余金となります。 

 なお、本年度の消費税及び地方消費税の納付額は３０８万４,０００円となりました。 

 資本的収入の総額は１億１,８１９万８,０００円、資本的支出の総額は２億３８２万

３,０００円となりました。 

 資本的収入額が資本的支出額に対して不足する８,５６２万５,０００円は、消費税及び地方消

費税資本的収支調整額５６万６,０００円と過年度損益勘定留保資金８,５０５万９,０００円で

補填をいたしました。 

 １０ページにお進みください。 

 （２）経営指標に関する事項でございます。１０、１１ページの内容につきましては、地方公

営企業法施行規則の一部改正により、令和３年度決算より記載をすることとなったものでござい
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ます。 

 まず、１０ページ、経営状況について御覧いただきたいと思います。 

 経常収支比率は１００％を超えて収入が多い状態ですが、料金回収率は、給水に係る費用の

５から６割を給水収益で賄っている状況です。これは、収益が一般会計からの繰入金に大きく依

存している状態を示しています。また、資産の状況については、有形固定資産減価償却率や管路

経年化率は年々増加しており、老朽化が進んでいる状況でございます。 

 １１ページ、上段の表、経営指標の推移には、平成２９年度から推移を記載しておるものでご

ざいます。 

 以上までのところが令和３年度の決算の概要でございます。 

 それでは、ページを戻っていただきまして、１ページをお開きいただきたいと思います。 

 令和３年度吉賀町水道事業決算報告書でございます。 

 （１）収益的収入及び支出、いわゆる３条関係予算でございます。内訳は、後段の２５ページ

から２７ページに内訳を載せておるものでございます。お読み取りいただきたいと思います。 

 なお、１ページの金額は税込みとなっておりますが、２５ページからの明細の内訳は消費税を

抜いたものでございますので、合計等が一致いたしませんので、御注意を頂きたいと思います。 

 ２ページでございます。 

 （２）資本的収入及び支出、いわゆる４条関係予算でございます。内訳を２８ページに載せて

おりますので御一読いただきたいと思いますが、やはり税抜きでございますので、一致をいたし

ませんので、御注意を頂きたいと存じます。 

 ３ページを御覧いただきたいと思います。 

 令和３年度吉賀町水道事業損益計算書でございます。損益計算書は、１年間における経営成績

を明らかにした書類でございます。３条予算を性質別に並べ替えたものということも言えますし、

数字的には、先ほど申しました２５ページの内訳の内容、この部分が税抜きでございまして、こ

の部分の合計額とは一致をしてまいります。 

 まず、１営業収益でございます。右に見ていただきました合計欄、アンダーラインが引かれて

いる部分でございます。１億１６万２,７０６円、この部分は、水を販売して得た収入というふ

うにお考えいただきたいと思います。 

 ２営業費用でございます。やはり、同じように右に見ていただきまして、下の段のアンダーラ

インの引かれている合計欄、２億１９万２,３３６円、その下段、営業損失、差引きをいたしま

して、マイナスの１億２万９,６３０円の損失でございます。 

 ３、４につきましては、本業の水を販売した部分ではなく、それ以外の部分での収入及び支出

費用ということになります。 
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 まず、３の営業外収益でございます。主なものといたしましては、（２）他会計補助金、これ

は、一般会計からの繰入金の意味でございます、８,０９８万９,０００円。 

 それから、（３）長期前受金戻入、４,８３８万３,５１８円、この長期前受金戻入でございま

すけれども、上段にございます２の営業費用の（４）減価償却費を計上しておるところでござい

ます。１億３,４４５万４,０４４円でございますけれども、これと同じように、減価償却をする

同じような率で、収益から持ってまいります。つまりは、戻入の金額につきましては、補助金と

いうふうにお考えいただきたいと思います。減価償却に係るときに国から頂いた補助金、これを

収益化していく金額というふうにお考えをいただきたいと思います。この部分の収益でございま

す。合計をいたしまして、右に見ていただいたアンダーラインの部分でございます、１億

２,９５７万６,１４６円。 

 その下の４、営業外費用でございます。主なものは、（１）といたしまして、支払利息及び企

業債取扱諸費となっておりまして、１,６９２万５,８３９円、右に見ていただきまして、合計で

ございます、アンダーラインのところ、１,７０３万６,７４９円でございます。 

 ３営業外収益と４営業外費用を合計をいたしまして、その右側、アンダーラインが引かれてい

るところでございまして、１億１,２５３万９,３９７円でございます。上段の損失、１億２万

９,６３０円を差引きいたしまして、その下でございますけれども、アンダーラインのところ、

１,２５０万９,７６７円、この部分が経常利益となるものでございまして、読み替えますと、当

年度純利益、そして、もう一度読み替えますと、その下に下がっていただきまして、当年度未処

分利益剰余金ということになるものでございます。 

 それでは、４ページへお進みいただきたいと思います。 

 令和３年度吉賀町水道事業剰余金計算書でございます。この部分につきましては、先ほど申し

ました剰余金をどのように積み立てているかというものを示したものでございます。表の中央か

ら下のところ、少し下がったところに、左側の項目名が書かれております、処分後残高という行

がございます。この部分が前年度まで、令和２年度までに積み立てた金額、資本金それから資本

合計の金額を示したものでございます。 

 その行から下がりまして、３行の部分、これが当年度の変動いたします利益剰余金の部分を示

した部分でございます。そして、一番下段におきまして、当年度末の残高を示しておるものでご

ざいます。 

 右に見ていただきますと剰余金がございまして、右側からの縦列から戻っていただきまして

３行目、未処分利益剰余金というふうに、マスの中に括弧でも書いてございます、１,２５０万

９,７６７円、この部分が純利益となるものでございまして、未処分剰余金となるものでござい

ます。 
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 一番右側には、資本合計といたしまして４億２,２２２万１６６円の計上をしておるところで

ございます。この部分が状況でございまして、５ページへ進んでいただきますと、令和３年度吉

賀町水道事業剰余金処分計算書（案）というふうに載せているものでございます。当年度で利益

が出ました未処分剰余金１,２５０万９,７６７円をどのように積み立てていくかということでご

ざいまして、これにつきましては、３行目を見ていただきますと、建設改良積立金への積立とい

うことで、一番右側の行がマイナス表示の１,２５０万９,７６７円となっているところでござい

ます。この金額について、建設改良積立金へ積み立てるというものを示しているものでございま

す。 

 続きまして、６ページをお開きいただきたいと思います。 

 令和３年度吉賀町水道事業貸借対照表でございます。通称ＢＳと呼ばれているものでございま

して、事業の財政状況を表す書類でございます。７ページの注記と合わせてお読み取りをいただ

きたいと存じます。 

 また、先ほど、４ページのところで、資本合計額をお示しをさせていただきました。この金額

が一番下段から２段目、資本合計額４億２,２２２万１６６円と一致をしているものでございま

す。 

 以上、詳細説明とさせていただきますので、どうぞよろしくお願いいたします。 

○議長（安永 友行君）  ここで１０分間休憩します。 

午前11時14分休憩 

……………………………………………………………………………… 

午前11時26分再開 

○議長（安永 友行君）  それでは、休憩前に引き続き、会議を再開します。 

 ここで、代表監査委員のほうからの報告の前に、令和３年度の吉賀町各会計決算審査意見書に、

軽微な修正でございますので、私のほうからお諮りします。 

 意見書の１３ページの下から３行目の「何々した。前年度に都築、介護老人保健施設の縮小に

加え」のところがありますが、そこの「つづき」が「都を築く」という漢字になっております。

変換ミスに気がつかなかったためと思いますので、私のほうからお諮りしますが、平仮名の「つ

づき」に直してください。 

 １３ページの下から３行目、よろしいですか。 

 それでは、意見書のペーパーのほうとタブレット等も修正してくださいませ。お願いいたしま

す。異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（安永 友行君）  それでは、１３ページの漢字の「都築」を平仮名の「つづき」に直しま
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す。 

 以上です。 

 それでは、上田代表監査委員に出席をいただいておりますので、ここで、令和３年度吉賀町各

会計決算審査意見についてを報告していただきます。上田代表監査委員。 

○代表監査委員（上田 重夫君）  代表監査委員の上田でございます。 

 令和４年８月２９日付で、令和３年度吉賀町各会計決算審査意見書を町長宛てに提出いたしま

した。本日はこの意見書を読み上げまして、議会への御報告とさせていただきます。 

 令和３年度吉賀町各会計決算審査意見書。地方自治法第２３３条第２項の規定により、審査に

付された令和３年度一般会計及び各特別会計等の歳入歳出決算及び付属書類について審査した結

果、その意見は下記のとおりである。 

 １、審査の期間、令和４年７月１日から令和４年８月２９日までの間、３６日間。 

 ２、審査の対象、令和３年度吉賀町一般会計歳入歳出決算書、令和３年度吉賀町興学資金基金

特別会計歳入歳出決算書、令和３年度吉賀町国民健康保険事業特別会計歳入歳出決算書、令和

３年度吉賀町後期高齢者医療保険事業特別会計歳入歳出決算書、令和３年度吉賀町介護保険事業

特別会計歳入歳出決算書、令和３年度吉賀町小水力発電事業特別会計歳入歳出決算書、令和３年

度吉賀町下水道事業特別会計歳入歳出決算書、令和３年度吉賀町農業集落排水事業特別会計歳入

歳出決算書、令和３年度吉賀町水道事業会計決算書及び各付属書類。 

 ３、審査の方法、（１）決算内容と提出を受けた決算関係資料、証拠書類等との照合。（２）

各課及び教育委員会、委託事業、単独事業等、その全てについての審査は不可能なため、試査を

実施し、１７３件を抽出、審査対象とした。（３）審査の内容については、試査抽出の範囲に主

体を置いた。 

 ４、審査にあたっての留意点、（１）共通事項、決算書、決算事項別明細書及び付属書類につ

いて、計数に誤りはないか、財政運営、財産管理は適切に行われているか、予算の執行は関係法

令に従い効率的になされているか等に主眼を置いた。（２）歳入、①収入成績、②予算執行率の

著しく増減している科目について、その原因調査、③違法不当な収入の有無、④未納整理の状況、

（３）歳出、①違法不当な支出の有無、②目的どおり適正執行されているか、③怠慢なく効果的

に執行されているか、（４）その他、①実質収支に関する調書の確認（毎月実施している例月審

査を含む）、②公有財産（有価証券、出資証券、物品、債権、基金）に関する確認、③各種契約

締結上の適否審査、④各財政援助団体の決算書における町補助金の収支経理状況の審査。 

 ５、審査の結果、審査に付された一般会計及び特別会計等の歳入歳出決算書、歳入歳出決算事

項別明細書及び付属書類等の計数は、それぞれの関係諸資料及び証拠書類等と照合した結果、誤

りはなく適正なものと認めた。 
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 ６、審査意見、審査の結果について、その意見は別紙「決算審査意見」のとおりである。 

 次に、決算審査意見でございますが、これは要点のみの説明とさせていただきます。 

 まず、３ページ、決算の総括でございます。令和３年度の水道事業会計を除く各会計の決算総

額は、歳入１０６億３,８８０万円、歳出１０２億１,３２９万８,０００円であり、令和２年度

の決算額と比較すると、歳入で８,５８４万円の増、歳出で１億２,８５２万８,０００円の減と

なっております。 

 これにつきましては、地方交付税が臨時経済対策費の創設などで３億３,９００万円伸びてお

りますが、特別定額給付金事業費給付費補助金の減額等によるものと思われます。 

 なお、町債につきましては、今年度の発行額は１３億１,７００万円、償還は、元金１１億

４,９００万円及び利子７,１００万円で、３年度末現在高は３億３,２００万円減少して、

１１８億７,６００万円となっております。 

 次に、４ページ、財政状況でございます。主な財政指標の推移については、表２を御覧いただ

きたいと思います。そのうち３か年平均の実質公債比率は、令和３年度７．１％で、２年度より

０.１ポイント増加しております。 

 経常収支比率につきましては、令和３年度は８１.６％で、２年度より８.４ポイント減少して

おります。 

 公債費負担比率につきましては、令和２年度より２.７ポイント減少し、１５.９％。 

 それから、積立金現在高比率につきましては、令和２年度より基金現在高が２億３,５００万

円増加して、０.７ポイント上がって７１.２％となっております。 

 地方債現在高比率につきましては、令和２年度より３.１ポイント減少し、２０７.２％。これ

は地方債現在高が８７億３,７００万円となりました一方で、分母となる標準財政規模が６.１％

伸びたことによる減少でございます。 

 次、６ページの一般会計から１８ページの水道事業会計の決算状況につきましては、出納室長

並びに建設水道課長より詳細説明がございましたので、割愛させていただきます。 

 次に、１９ページ、各会計に関する監査状況でございますが、これも１９ページの第１、議会

事務局関係から３３ページの第７、水道事業会計までにつきましては説明を省略させていただい

て、３３ページの共通事項に関する監査状況から読み上げて御説明いたします。 

 まず、共通事項に関する監査状況。 

 第１、令和３年度通常業務で年間２５０時間以上の時間外勤務を行った職員は１４人を数える。

年間４００時間を超える職員も４人おり、そのうち２人は月間１００時間を超える時間外勤務を

行っている。また、コロナ対応等を含めた年間時間外勤務が５００時間を超えた職員が５人、う

ち１人は１,０００時間を超えている。コロナ禍による非常事態とも言える状況下、やむを得な
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かった面のあったことは否定できないものの、職員の健康、職場環境への影響が懸念されるレベ

ルに至っていると言える。長時間労働の是正に向け、定時退庁日の設定、職員の意識啓発等、

様々な取り組みを行っているが効果を上げるには至っていない。 

 超過勤務の上限時間を設定し、超えた場所には事後検証を行うなどの具体的な活動を継続して

行うとともに、事務分掌、業務内容の精査等を通じ、事務の効率化を図り、効率的で働きやすい

職場づくりにつなげられたい。 

 第２、税金及び使用料等の収入未納額の発生状況は、３７ページ、３８ページの表２５、

２６のとおりであるが、一般会計及び特別会計等の現年度及び滞納繰越分の合計が５,４５９万

６,０００円とし、１,２９３万６,０００円改善されている。徴収率も９４.９％と、１.３ポイ

ント上昇し、現年分、滞納繰越分とも改善している。 

 債権管理者の配置、滞納者への訪問活動や督促の実施等の地道な取り組み、債権共同徴収対策

委員会での情報共有、共同臨戸徴収等の効果が表れているものと思われる。現年度分収納を強化

するとともに、滞納分に関しては債権の管理を徹底し、不納欠損処理を含め、徴収の強化へとつ

なげられたい。 

 第３、抽出監査における事業契約等の締結状況（１件５０万円以上の契約）は、表２７、

３９ページのとおりであり、契約件数２３７件のうち一般競争入札１１件、指名競争入札５９件、

随意契約１６７件となっている。いずれも吉賀町契約規則及び関係法令にのっとり適正に契約が

行われている。 

 しかしながら、工事契約においては、変更契約に至るケースがここ数年増えている。いずれも

正当かつ適切な変更ではあるものの、変更契約が常態化すれば予算統制に影響を与えかねない。

事業内容や設定金額等の精査を徹底し、当初の契約どおり事業が確実に執行されるよう、環境づ

くりに努められ、的確な予算管理につなげられたい。 

 第４、不用額の状況については、表３０、４２ページのとおりであるが、コロナ禍による影響

等、やむを得ず不用となったケースも見られるが、不用に至った要因を精査・検証する等、予算

統制に努められたい。 

 第５、基金の状況については、表２８、４０ページのとおりであるが、令和３年度末現在高は

３３億６,２７２万円で、前年度末より２億４,６８６万６,０００円の増となっている。これは

積立額３億７８９万８,０００円に対し、取崩額が６億６,３１８万８,０００円にとどまったた

めです。中期財政計画によれば、基金の取り崩しは今後も続き、定額運用、特別会計を除く基金

残高は、令和１３年度には１２億５,８００万円まで減少すると推測している。その推計の根拠

はつまびらかにはされていないが、取り崩しを含め、基金の適切な運用を心がけ、健全な財政運

営につなげられたい。 
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 第６、事務分掌については、各部局それぞれ事務分掌表を作成しているが、共同調理場等、一

部の現場では事務分掌が明示されていない。ガバナンス強化のためにも様式の統一を含め、事務

分掌の明確化に努められたい。 

 第７、行政文書の管理については、文書管理委員会によるカメラパトロール、点検等を適宜実

施し、適切な文書管理に向けた取り組みを行っている。しかし、不必要な文書の保管、また行政

の貴重な財産として記録保存すべき文書の欠落など、文書管理の重要性に対する認識のずれを感

じさせる事例もまれに見られる。適正かつ能率的な事務の遂行に向け、ペーパーレス化にも対応

した行政文書（情報）の徹底した管理と効率的運用を図られたい。 

 次に、総括。令和３年度の決算審査を実施し、一般会計、特別会計、共通事項等の監査状況を

述べてきたところであるが、評価し、さらに推進すべき点、改善検討すべきと思われる事項等に

ついて、提言として次のとおり総括する。 

 第１、財務事務は的確に処理されており、決算書並びに各調書等に記載された計数はこれまで

指摘した状況や事項を除き正確であると認められる。 

 第２、例月出納検査については、検査の結果、本年度についても指摘事項は僅少であり、正規

取扱いに対する平素の努力を評価したい。 

 第３、事務報告書については、おおむね適切にまとめられているが、依然、執行した事業の羅

列にとどまっている部署も見受けられる。事務報告書は１年間の事業成果を開示し、併せて事業

運営の透明性と説明責任の履行を担保するものである。事業の位置づけ等も含め、分かりやすい

事務報告となるよう努められたい。 

 第４、都道府県及び指定都市を除く全ての市町村に内部統制体制の整備への努力義務が課せら

れたが、吉賀町においては、事務の適正な執行の確保に努めており、一定の内部統制が機能して

いると思われる。しかし、内部統制が疑われるような事例も僅少ながら見られる。内部統制は無

謬性を前提とせず、事前または事後にリスクをコントロールすることが目的であり、事務フロー

の標準化や想定されるリスクの共有化等により内部統制の整備及び運用につなげられたい。 

 第５、令和３年度末現在、職員数１０１人に対し会計年度任用職員は１８５人（社保加入職員

１０４人）である。新たな行政需要や行政ニーズの多様化により事務事業の増加が進み、加えて

新型コロナウイルス感染症対策等もあり、会計年度任用職員が大幅に増えている。今後の新たな

公共サービスの展開等も考慮に入れると、会計年度任用職員の活用は喫緊の課題である。会計年

度任用職員の育成・レベルアップを図るとともに、それに対応する組織・機構の整備に早急に取

り組まれたい。 

 第６、厳しい財政状況の下、限られた人材での効率的な行政運営を目指し、計画に基づいた定

員管理を推進してきており、令和３年度末現在の職員数は計画目標と同数の１０１人である。し
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かしながら、共通事項に関する監査状況第１で指摘したとおり、長時間労働が常態化している職

員が職員全体の１割以上を占めている。加えて、令和３年度においては、１か月以上にわたる病

気休暇の職員が３人、育児休業取得者が６人いる。ワーク・ライフバランスに配慮した良好な職

場環境こそが効率的な行政運営への近道である。再任用職員や会計年度任用職員の活用を図ると

同時に、状況に応じ計画の見直し、弾力的運用を図られたい。 

 第７、主要財政指標の推移については、表２、５ページのとおりであるが、実質公債比率の

３か年平均は、令和２年度に比べ０.１ポイント増加して７.１％、単年度では０.７ポイント減

少し６.９％だった。将来負担比率は、令和２年度の５８.８％から５３.５％へ、０.５ポイント

減少している。経常収支比率は、前年度の９０.０％より８.４ポイント下がり、８１.６％だっ

た。これは、分母となる経常一般財源収入が国の普通交付税再算定による臨時的増加もあり、前

年度より２億３,９００万円増加し、分子となる経常一般財源支出が１億１,８００万円の減少と

なったためである。 

 経常収支比率は財政の弾力性を示す指標で、７０から８０％が適正水準と言われているが、単

なる経費削減を目的とせず、住民サービスの向上を第一義に必要な事業に取り組み、より効率的

な財政運営に努められたい。 

 第８、地方公会計は、正確な行政コストの把握や公共施設マネジメント等を通じて財政の効率

化・適正化を図るとともに、住民、議会等、外部に対してわかりやすい財務情報を開示すること

を目途としている。ほかにも、他団体との比較、経年比較等を通して吉賀町の特徴や課題等を明

確にしており、また、まちづくり計画等における施策の妥当性の検証の資料としてなど、活用方

法は多岐にわたる。 

 公会計に係る財務書類の作成については、外部委託としているが、令和２年度分財務四表等の

作成完了は、令和４年３月１４日となっている。所期の目的を果たすためにも、少なくとも翌年

度上半期中に作成を終え、資産・債務管理や予算編成及び行政評価等に有効に活用できるよう努

められたい。 

 第９、持続可能な地域社会、活力ある吉賀町を目指し、第２期吉賀町総合戦略が令和４年３月

策定された。吉賀町の人口については、将来的に減少が続くものの、減少率は漸減しており、

２０６０年の総人口４,４００人を目標としている。 

 減少率漸減の要因の一つは、外国人居住者の存在である。令和４年３月３１日現在、住民基本

台帳に登録された外国人登録者数は１７１人で、全人口の２.９２％となり、多くは技能実習生

を中心とした若者である。 

 技能実習生については、産業を支える単なる労働力と捉え、受け入れ等を民間に任せる自治体

も多いが、技能実習適正化法は、実習の適正な実施と実習生の保護を図るため、自治体は必要な
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施策を進める責務があると定めている。 

 「特定技能」により在留する外国人も増えており、魅力ある地域として外国人を引きつけるこ

とのできない地方からは、外国人も含め、都市部への人口流出が続いていくことが予想される。 

 地域の活性化に不可欠な人材として、地域との交流等様々な支援を行い、多様性に満ちた多文

化共生社会の実現に向け、官民一体となった取り組みを進められたい。 

 第１０、六日市病院の公設民営化を含め、吉賀町の地域医療の将来像について様々な議論が展

開されているが、本質的な議論には至っていない印象を受ける。令和３年１０月の社会医療法人

石州会補助金に係る監査意見で指摘したように、法人全体の組織統治が不十分であり、経営改善

に向けた取り組みも枝葉に過ぎている。令和２年度決算意見書で指摘したように、医療は制度ビ

ジネスであり、事業の継続性を前提に制度設計されている。不採算部門を抱える過疎地の公的医

療機関への支援もその一環であり、制度の要請する医療の確保と適切な提供を実現することこそ

が最優先されるべき課題である。 

 施設医療から在宅医療へとの流れの中で、地域にとって真に必要な医療サービスは何か。それ

に応えるには何をなすべきか等の議論を通じてのみ「継続事業の前提に関する確実性」につなが

っていくものと思われる。 

 以上、決算書、財務諸表、行財政執行状況及び経営管理等の審査に当たっての意見を申し述べ、

令和３年度の決算審査意見とする。 

 御多忙の中、多くの資料の提供をいただき、調査やヒアリングに協力いただいた職員の方々に

深く感謝の意を表したい。 

 以上でございます。 

○議長（安永 友行君）  以上、詳細説明と上田代表監査委員さんからの審査意見についての報告

がありました。 

 これより質疑を行います。この質疑については一括上程いたしておりますので、一括にて質疑

を行います。 

 なお、冒頭、会計名を述べて発言を願います。 

 また、上田代表監査委員も同席されておりますので、併せての質疑を認めます。質疑はありま

せんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（安永 友行君）  質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。 

 ここでお諮りをします。ただいま議題となっています日程第７、認定第１号から日程第１５、

認定第９号について、決算審査特別委員会を設置し、これに付託して審査することに御異議あり

ませんか。 
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〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（安永 友行君）  異議なしと認めます。したがって、日程第７、認定第１号から日程第

１５、認定第９号については、決算審査特別委員会を設置し、これに付託することに決定をいた

しました。 

 お諮りをします。決算審査特別委員会の委員につきましては、総務、経済各常任委員から３名

ずつ、合計６名の委員で構成することに御異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（安永 友行君）  異議なしと認め、したがって、決算審査特別委員会の委員につきまして

は、総務、経済各常任委員から３名ずつ選出いただき、合計６名の委員で構成することに決定し

ました。 

 委員については、各常任委員から選出をいただき、委員長、副委員長も互選により選出いただ

きますようお願いしておきます。 

 ここで昼休み休憩とします。 

午前11時55分休憩 

……………………………………………………………………………… 

午後１時01分再開 

○議長（安永 友行君）  それでは、休憩前に引き続き、午後の会議を開きます。 

────────────・────・──────────── 

日程第１６．報告第３号 

○議長（安永 友行君）  日程第１６、報告第３号健全化判断比率及び資金不足比率の報告につい

ての報告を求めます。 

 岩本町長。 

○町長（岩本 一巳君）  それでは、報告第３号健全化判断比率及び資金不足比率の報告について

であります。 

 地方公共団体の財政の健全化に関する法律（平成１９年法律第９４号）第３条第１項及び第

２２条第１項の規定により、令和３年度決算に基づく健全化判断比率及び資金不足比率を、監査

委員の意見をつけて次のとおり報告する。令和４年９月９日提出。吉賀町長岩本一巳。 

 まず、健全化判断比率でございます。実質赤字比率と連結実質赤字比率につきましては、該当

はございません。実質公債費比率は７.１％、将来負担比率は５３.５％でございます。 

 なお、それぞれの括弧書きにつきましては、早期健全化基準を示す数値でございますので、御

参照いただきたいと思います。 

 下段は、資金資本比率でございますが、どの会計につきましても該当はございません。 
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 詳細につきましては、所管いたします総務課長が御説明申し上げますので、よろしくお願いい

たします。 

○議長（安永 友行君）  それでは、担当課長よりの詳細説明を求めます。野村総務課長。 

○総務課長（野村 幸二君）  それでは、報告第３号健全化判断比率及び資金不足比率の報告につ

いての説明をさせていただきます。 

 資料を用いて説明をしてまいります。ページは１２ページからということでございます。お開

きください。 

 資料は１３ページのほうに進んでいただきまして、ちょうど中段のところです。括弧書きで、

実質赤字比率というふうに記載をしておりますけれども、こちらから説明をしてまいります。 

 この実質赤字比率は、一般会計等における実質赤字額の標準財政規模に対する実質赤字額の比

率でございます。令和３年度決算においては、実質収支が黒字ですので、実質赤字比率は生じま

せん。このため、ハイフンで表示をしているというところでございます。 

 それから、その下でございます。連結実質赤字比率でございます。これは全ての会計の決算額

を合算いたしまして、地方公共団体全体を対象とした実質赤字額の標準財政規模に対する比率で

ございます。これも令和３年度におきましては全会計を対象とした実質収支が黒字ということで

すので、連結実質赤字比率は生じません。このため、ハイフンで表示をさせていただいておりま

す。 

 それから進んでいただきまして、１４ページであります。１４ページの上ですけれども、実質

公債比率であります。これは一般会計等が負担する元利償還金と特別会計や一部事務組合への支

出のうち、元利償還金に対する支出等を意味する準元利償還金の標準財政規模に対する比率の

３か年の平均を表すものというものでございます。 

 実際の財政規模に対しまして、借金の償還である公債費がどの程度負担になっているかを数値

化しているというものでございます。 

 今回算定いたしました実質公債費比率については、資料の記載のとおり、令和元年度から令和

３年度までの３か年の平均で７.１％となっております。早期健全化基準の２５.０％を下回って

いるという状況でございます。 

 ここで、参考資料、進んでいただきまして、２０ページをお開きください。 

 資料の２０ページにつきましては、実質公債費比率、過去５年間の経緯を記載させていただい

ております。この表の一番下から５段目のところ、若干太字にしておりますが、実質公債費比率

（３か年平均）こちらの数字を見ていただきますと、一番右側に７.１％という数字を記載をさ

せていただいております。この数字でございますが、全国市町村平均と比較いたしますと高い比

率となっております。一方、島根県市町村平均と比較をいたしますと、それとは低い比率という
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ところでお読み取りいただければと思います。 

 申し訳ありません。また戻っていただきまして、資料１４ページでございます。 

 中段の将来負担比率であります。これは一般会計等が将来的に負担する負債額からその償還に

充てることができる基金等を控除した額の標準財政規模に対する比率というものでございます。

自治体の財政規模に対して借金などの負債の現在高がどの程度残っているかを数値化したものと

いうものでございます。 

 １４ページの四角で囲ったその下でございますけれども、①から⑧まで、これの合計額から充

当可能基金、充当可能特定財源、基準財政需要額算入見込額、これらを控除した金額を分子とい

たします。そして、標準財政規模から基準財政需要額に算入された元利償還金の額を控除した金

額を分母にして算定をいたします。 

 こちらに記載のとおり、比率は５３.５％ということになりまして、早期健全化基準の

３５０.０％を下回っているというものでございます。 

 ここで、また２１ページのほうにお進みください。資料２１ページには、将来負担比率の推移

ということで、過去５年の数字をまとめております。これも、見る場所としましては下から５段

目のところであります。将来負担比率の欄があろうかと思います。ここの一番右側の数値を見て

いただきますと５３.５％というところ、それからこの数字でございますが、全国市町村平均と

比較いたしますと、高い比率ということであります。一方、島根県市町村平均と比較いたします

と、低い比率というふうになっておるところでございます。 

 それから、資料、もう一つめくって２２ページを見ていただきますと、実質公債費比率、それ

から将来負担比率、この２つの指標についての増減要因について、まとめて記載をさせていただ

いているというものでございます。この部分についてはお読み取りをいただければというふうに

思います。 

 では、戻っていただきまして、１４ページでございます。 

 １４ページの一番下でありまして、資金不足比率についてであります。これは公営企業会計に

おける資金不足額の公営企業の事業規模である料金収入に対する比率であります。水道、小水力

発電、下水道、農業集落排水の各事業における収支が黒字ということですので、資金不足比率は

生じない。このため、ハイフンで表示をしているという内容となっております。 

 以上で、報告第３号健全化判断比率及び資金不足比率の報告についての説明を終わります。よ

ろしくお願いいたします。 

○議長（安永 友行君）  それでは、引き続いて、上田代表監査委員より、財政健全化審査意見及

び資金不足比率審査意見の報告を求めます。上田代表監査委員。 

○代表監査委員（上田 重夫君）  令和３年度吉賀町財政健全化審査意見書並びに令和３年度吉賀
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町特別会計等資金不足比率審査意見書、どちらも令和４年８月２９日付、岩本町長へ提出されま

したので、本日はその意見書を読み上げまして議会への報告とさせていただきます。 

 まず、財政健全化審査意見でございます。 

 令和３年度一般会計財政健全化審査意見書。 

 １、審査の概要、この財政健全化審査は、令和３年度決算に基づき、町長から提出された健全

化判断比率及びその算定の基礎となる事項を記載した書類が適正に作成されているかどうかを主

眼として実施した。 

 ２、審査の結果、（１）総合意見、審査に付された下記の健全化判断比率及びその算定の基礎

となる事項を記載した書類は、いずれも適正に作成されているものと認められる。 

 （２）個別意見、（ア）実質赤字比率について、令和３年度の実質赤字比率は、収支が黒字で

あるため、数値は示されていない。（イ）連結実質赤字比率について、令和３年度の連結実質赤

字比率は、収支が黒字であるため数値は示されていない。（ウ）実質公債費比率について、令和

３年度の実質公債費比率は７.１％となっており、早期健全化基準の２５.０％と比較すると、こ

れを下回っている。（エ）将来負担比率について、令和３年度の将来負担比率は、５３.５％と

なり、令和２年度に比し、令和３年度も０.３ポイント下がっている。早期健全化基準の

３５０.０％と比較すると、これを大きく下回っている。 

 ３、是正改善を要する事項、特に指摘すべき事項はない。 

 続きまして、令和３年度特別会計等資金不足比率審査意見書でございます。 

 １、審査の概要、この資金不足比率審査は、令和２年度決算に基づき、町長から提出された資

金不足判断比率及びその算定の基礎となる事項を記載した書類が適正に作成されているかどうか

を主眼として実施した。 

 ２、審査の結果、（１）総合意見、審査に付された下記の資金不足比率及びその算定の基礎と

なる事項を記載した書類は、いずれも適正に作成されているものと認められる。（２）個別意見、

（ア）水道事業会計について、令和３年度の資金不足比率は、不足額がないため数値は示されて

いない。（イ）小水力発電事業特別会計について、令和３年度の資金不足比率は、不足額がない

ため数値は示されていない。（ウ）下水道事業特別会計について、令和３年度の資金不足比率は、

不足額がないため数値は示されていない。（エ）農業集落排水事業特別会計について、令和３年

度の資金不足比率は、不足額がないため数値は示されていない。 

 ３、是正改善を要する事項、特に指摘すべき事項はない。 

 以上でございます。 

○議長（安永 友行君）  以上で、提案者の報告並びに上田代表監査委員さんからの審査意見の報

告は終わりました。 
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 これより質疑を許します。質疑ありませんか。よろしいですか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（安永 友行君）  質疑なしと認め、本案は報告をもって終了といたします。 

 上田代表監査委員さん、御苦労さまです。退席されて結構です。 

────────────・────・──────────── 

日程第１７．議案第４８号 

○議長（安永 友行君）  それでは、日程第１７、議案第４８号吉賀町職員の育児休業等に関する

条例の一部を改正する条例についてを議題とします。 

 本件についての提案理由の説明を求めます。岩本町長。 

○町長（岩本 一巳君）  それでは、続きまして、議案第４８号吉賀町職員の育児休業等に関する

条例の一部を改正する条例についてであります。 

 吉賀町職員の育児休業等に関する条例（平成１７年吉賀町条例第２８号）の一部を別紙のとお

り改正する。令和４年９月９日提出。吉賀町長岩本一巳。 

 詳細につきましては、所管いたします総務課長のほうから御説明申し上げますので、よろしく

お願いいたします。 

○議長（安永 友行君）  それでは、担当課長よりの詳細説明を求めます。野村総務課長。 

○総務課長（野村 幸二君）  それでは、議案第４８号吉賀町職員の育児休業等に関する条例の一

部を改正する条例について説明をさせていただきます。 

 最初に、具体の説明に入ります前に、この条例改正の背景、それから改正理由について申し上

げておきたいというふうに思います。 

 御承知のとおり、国におかれましては、これはもう公務員に関わらずということでありますが、

いわゆる仕事と育児、そうしたものの両立支援策を順次進められているというところでございま

す。 

 そうした中、今般、関係法律としては、主には３本なんですけれども、育児休業法、それから

介護休業法、さらには公務員に関する法律、そうしたものが一体となって法律改正をなされて、

先ほど申し上げたとおり、育児と仕事の環境をさらに向上させるという、こういう措置が今取ら

れている、こういう背景がございます。 

 こうした中、国におきましては、国家公務員に係る妊娠、出産、育児等と仕事の両立支援のた

めに講じる措置、そうしたものが進められておりまして、このうち育児休業の取得回数制限の緩

和、それから育児参加のための休暇の対象期間の拡大、こうしたものについて、本年１０月１日

から施行されるという、こういうことになっております。 

 国において、こういう状況でございまして、これと同時に、国のほうからは、地方公共団体に
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おいても同様の措置を講ずるようにという、こうした要請があったというところでございます。 

 この要請に応える形でもありますけれども、吉賀町におきましても、こうした環境を整えるべ

く、条例を改正させていただくということでの議案提出でございます。この辺が改正理由という

ところで、最初にお伝えをしておきたいと思います。 

 それでは、中身に入ってまいりますが、参考資料につきましては、最初に２９ページから

３２ページのものを見ていただければと思います。 

 参考資料の２９ページと３０ページ、それから３１ページと３２ページであります。 

 これにつきましては、人事院が国の常勤職員向け、それから国の非常勤職員向けにつくられた

チラシであります。先行して、国のほうではこうした改正を進めておられまして、こちらのほう

におよそまとめられているので、示させていただいているというところであります。 

 なお、このチラシですけれども、国の人事院規則、それから運用通知、そうしたものがまとめ

られたものであります。この後、条例改正の内容について説明しますけれども、このチラシの内

容が全て条例の中で表されているかというと、そうではないというところで見ていただければと

いうふうに思います。 

 いずれにしても、今回の改正のポイントでありますが、この２つのチラシに両方書いてありま

すけれども、育児休業の取得回数の制限緩和、これ具体的には、これまで１回という制限があり

ましたけれども、これを２回というふうになるという、こういうところ。これが一番主な理由、

理由というか改正の主立ったところであります。これをすべく、法律、それから条例等が改正等

をするという、こういう内容であります。 

 それから、地方公務員の育児休業に関しましてですけれども、上位法である地方公務員の育児

休業等に関する法律、これが上位法になりますけれども、ここで取得回数１回であるところが

２回とする改正が既に行われているというものでございまして、この法改正に基づいて今般の条

例の改正整備を行っていきたいというものであります。 

 それから、合わせて、冒頭申し上げたとおり、これにつきましては公務員のみならず、広く他

の法律も改正がかかっておりまして、国のほうから条例改正案が示されてきております。今回の

条例改正も、その国が示したものに従いまして調整をさせていただいているというところであり

ます。 

 もう一つ加えますと、今回の条例改正ですけれども、主として、非常勤職員を対象とする部分、

これが主なところというところで見ていただければというふうに思います。 

 前置きが長くなりましたけれども、条例改正の中身について説明をさせていただきます。 

 資料、戻っていただきまして２３ページをお開きください。資料２３ページ、条例の新旧対照

表でございます。最初に出てまいりますのが、条例第２条の改正ということであります。これが
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２４ページにまたがっております。 

 この改正の内容でございますけれども、非常勤職員の取得要件の緩和がなされたというところ

でお読み取りをいただければと思います。もう少し詳しく言いますと、改正前については、１歳

に達する日までに引き続き採用され、あるいは更新の見込みがある場合は、期間内での育児休業

を取得することが可能とされていた。 

 これが改正前でして、今度改正後ですけれども、子の出生の日から５７日間の末日から６か月

を経過する日までに引き続き採用され、または更新の見込みがある場合は、この出生の日から

５７日間以内の育児休暇を取得することが可能となる、という改正内容ということであります。 

 出生の日から５７日間というところでの育児休業の取得が可能となってくるというところがこ

の第２条の改正の内容ということであります。 

 参考資料２４ページに入りまして、次に、第２条の３、それから進んでいただきますと、

２６ページに第２条の４、これの改正があろうかと思います。これも非常勤職員に係る部分でご

ざいまして、内容といたしましては、非常勤職員の育児休業所得の柔軟化をすべく条例改正をし

ているというものです。 

 内容についてもう少し申しますと、その職員の子が１歳から１歳６か月の期間内において取得

可能となるということ、これは第２条の３の改正です。それから、第２条の４の改正については、

その非常勤職員の子が１歳６か月から２歳の期間内において休業取得ができるという、こういう

内容がこの改正ということでございます。 

 それから、次に参ります。２７ページに進んでいただきますと、２７ページ中段です。現行の

欄、すなわち左側の縦欄ですけれども、第２条の５の条文があろうかと思います。これにつきま

しては、今回の条例改正に伴いまして、内容はそのまま存置されますけれども、条文の構成上、

後に出てまいります第３条の２のほうに移動がなされているというところでございます。 

 それから、その下です。次に、第３条の改正でございます。これにつきましては、育児休業等

計画書というものがこの手続きを取る際に必要というふうにこれまでなっておりましたが、今後

においては、この部分については不要となるというところで、条文が削除されているという、こ

ういう内容でございます。 

 めくっていただきまして、２８ページに入ります。２８ページの中段、今度は右側の欄を見て

いただきますと、第３条の２というものが新たに挿入されていると思います。これは、先ほど申

し上げました、現行でいうところの第２条の５、これが第３条の２というふうに、内容は変わっ

ていませんけれども、条文構成上、こちらのほうに移動しているというところでお読み取りくだ

さい。 

 それから、最後の第８条であります。これにつきましては、手続き上、用いるところの計画書
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の題名、これにつきまして変更がかかっているというところでお読み取りをいただければという

ふうに思います。 

 以上、議案第４８号吉賀町職員の育児休業等に関する条例の一部を改正する条例についての説

明を終わります。どうぞよろしくお願いいたします。 

○議長（安永 友行君）  以上で、提案者の提案理由の説明が終わりました。 

 これより質疑を許します。質疑はありませんか。──ありませんか。よろしいですか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（安永 友行君）  質疑がないようです。日程第１７、議案第４８号吉賀町職員の育児休業

等に関する条例の一部を改正する条例についての質疑は保留をしておきます。 

────────────・────・──────────── 

日程第１８．議案第４９号 

○議長（安永 友行君）  日程第１８、議案第４９号令和４年度吉賀町下水道事業会計補正予算

（第１号）についてを議題とします。 

 本件についての提案理由の説明を求めます。岩本町長。 

○町長（岩本 一巳君）  それでは、続きまして、議案第４９号令和４年度吉賀町下水道事業会計

補正予算（第１号）であります。 

 第１条、令和４年度吉賀町下水道事業会計の補正予算（第１号）は、次に定めるところによる。 

 第２条、令和４年度吉賀町下水道事業会計予算（以下「予算」と言う。）第４条、本文括弧書

中、不足する額５,３７９万２,０００円を、不足する額５,１２９万２,０００円に、当年度分損

益勘定留保資金５,２７９万２,０００円を当年度分損益勘定留保資金５,０２９万２,０００円に

改め、資本的収入及び支出の予定額を次のとおり補正する。 

 収入でございます。第１款資本的収入１億１,９７０万円、２５０万円を補正いたしまして

１億２,２２０万円、内訳といたしまして、第１項企業債２,７５０万円、２５０万円補正いたし

まして３,０００万円ちょうどでございます。 

 第３条、予算第５条に定めた企業債を次のように補正する。起債の目的、特定環境保全公共下

水道事業。補正前の限度額３,０３０万円を、補正後におきましては３,２８０万円に変更するも

のでございます。 

 なお、起債の方法、利率、償還の方法につきましては、補正前後で変更はございません。お読

み取りをいただきたいと思います。令和４年９月９日提出。吉賀町長岩本一巳。 

 詳細につきましては、所管いたします建設水道課長が御説明申し上げますので、よろしくお願

いいたします。 

○議長（安永 友行君）  それでは、担当課長よりの詳細説明を求めます。早川建設水道課長。 
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○建設水道課長（早川 貢一君）  それでは、議案第４９号令和４年度吉賀町下水道事業会計補正

予算（第１号）の詳細説明をさせていただきます。 

 令和４年度の補正予算説明書の４ページをお開きいただきたいと思います。 

 資本的収入及び支出でございます。 

 収入でございます。款１資本的収入、項１企業債でございます。２,７５０万円に対しまして、

２５０万円を補正し３,０００万円とするものでございます。右に見ていただきまして、説明欄

でございます。起債の種類は、資本費平準化債でございます。 

 収入のほうにつきましては、町長も先ほど申し上げましたとおり、調整に当たる部分を当年度

損益勘定留保資金、その部分の見合う部分を調整するものでございます。 

 以上で、詳細説明を終わらせていただきます。どうぞよろしくお願いいたします。 

○議長（安永 友行君）  以上で、提案者の提案理由の説明が終わりました。 

 これより質疑を許します。質疑ありませんか。──よろしいですか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（安永 友行君）  質疑がないようです。日程第１８、議案第４９号令和４年度吉賀町下水

道事業会計補正予算（第１号）についての質疑は保留をしておきます。 

────────────・────・──────────── 

日程第１９．議案第５０号 

○議長（安永 友行君）  次に、日程第１９、議案第５０号令和４年度吉賀町国民健康保険事業特

別会計補正予算（第２号）を議題とします。 

 本件についての提案理由の説明を求めます。岩本町長。 

○町長（岩本 一巳君）  それでは、続きまして、議案第５０号令和４年度吉賀町国民健康保険事

業特別会計補正予算（第２号）であります。 

 令和４年度吉賀町国民健康保険事業特別会計補正予算（第２号）は、次に定めるところによる。 

 歳入歳出予算の補正、第１条、歳入歳出予算の総額に、歳入歳出それぞれ１,５０２万

４,０００円を追加し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ７億８,４４８万１,０００円と

する。 

 第２項、歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の歳入歳出予

算の金額は、「第１表歳入歳出予算補正」による。令和４年９月９日提出。吉賀町長岩本一巳。 

 １ページの第１表歳入歳出予算を御覧ください。まず、歳入でございます。 

 款１国民健康保険税、項１国民健康保険税９,２９７万７,０００円から１１７万１,０００円

を減額いたしまして、９,１８０万６,０００円。 

 款９繰越金、項１繰越金１,０００円に１,６１９万５,０００円を追加いたしまして、
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１,６１９万６,０００円。これによります歳入合計は、７億６,９４５万７,０００円に

１,５０２万４,０００円を追加し、７億８,４４８万１,０００円となるものでございます。 

 ２ページは歳出でございます。 

 款９基金積立金、項１基金積立金２,０００円に１,１００万円を追加し、１,１００万

２,０００円。款１０諸支出金、項１償還金及び還付加算金５０万５,０００円に、２０４万

２,０００円を追加いたしまして、２５４万７,０００円。款１１予備費、項１予備費４５１万

１,０００円に１９８万２,０００円を追加し、６４９万３,０００円でございます。これに伴う

歳出合計は、７億６,９４５万７,０００円に１,５０２万４,０００円を追加し、７億

８,４４８万１,０００円となるものでございます。 

 事項別明細書以降につきましては、所管いたします保健福祉課長が御説明申し上げますので、

よろしくお願いいたします。 

○議長（安永 友行君）  それでは、担当課長よりの詳細説明を求めます。中林保健福祉課長。 

○保健福祉課長（中林知代枝君）  それでは、議案第５０号令和４年度吉賀町国民健康保険事業特

別会計補正予算（第２号）について、詳細説明をさせていただきます。 

 予算書の６ページをお開きください。歳出から説明をさせていただきます。 

 ９款基金積立金についてでございます。目１国民健康保険事業基金積立金でございます。右側

を御覧ください。節２４積立金、００３国民健康保険事業基金積立金といたしまして、補正額

１,１００万円を計上しております。 

 ６ページのその下でございます。１０款諸支出金についてでございます。目３償還金、右側を

御覧ください。節２２償還金、利子及び割引料、００３償還金、国庫支出金還付金といたしまし

て、補正額２０４万２,０００円を計上しております。これにつきましては、国に対する返還金

でございます。 

 その下ですけれども、１１款予備費につきましては、補正額１９８万２,０００円を計上して

おります。 

 以上の歳出に伴う歳入についてでございます。予算書５ページをお開きください。 

 １款国民健康保険税、目１一般被保険者国民健康保険税。右側を御覧ください。節１医療給付

費現年度課税分、現年度分といたしまして補正額マイナス９２万８,０００円、その下の節４介

護給付費現年度課税分、現年度分といたしまして補正額３万６,０００円、その下の７後期高齢

者支援金現年課税分、現年度分といたしまして補正額マイナス２７万９,０００円を計上してお

ります。これにつきましては、全て本算定結果による調整更正分となっております。 

 ５ページ、その下の９款繰越金、目１繰越金、右側を御覧ください。節１繰越金、純繰越金と

いたしまして、補正額１,６１９万５,０００円を計上しております。 
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 以上、議案第５０号令和４年度吉賀町国民健康保険事業特別会計補正予算（第２号）の詳細説

明を終わります。よろしくお願いいたします。 

○議長（安永 友行君）  それでは、提案者の提案理由の説明が終わりました。 

 これより質疑を許します。質疑ありませんか。９番、藤升議員。 

○議員（９番 藤升 正夫君）  ６ページの基金積立金１,１００万円となっております。これ、

今回提出されております町議会定例会参考資料の３８ページを見ていただきますと、基金等保有

額が６,０８３万１,０００円となっております。今回、１,１００万円を積立てることによりま

して７,１８３万１,０００円となりまして、本日の決算で説明されました保険給付費との比較で

見ますと、１２.７％程度というふうになるわけですけれども、国保会計で幾らこの基金があれ

ばよいというふうに考えておられるのかお聞きいたします。 

○議長（安永 友行君）  中林保健福祉課長。 

○保健福祉課長（中林知代枝君）  今の御質問にお答えをさせていただきます。 

 まず、基金の限度額についてでございます。限度額につきましては、以前は国のほうで給付費

の５％ということを示しているときもございましたが、現在は、上限に特に縛りがないというこ

とを県のほうでも確認をいたしております。 

 これにつきましては、現在、広域化に向けて統一するというところで、県のほうでも今、現在

協議をしているところでございますので、そういったところも含めて、今のところでは今回

１,１００万円を積立てさせていただきましたけれども、今のこの金額につきましては、適正で

あるというふうにこちらのほうでは考えているところでございます。 

○議長（安永 友行君）  ９番、藤升議員。 

○議員（９番 藤升 正夫君）  広域化に向けてやる場合に、別の意味で考えると、基金をあまり

持っていないほうが、吉賀町の国保の会計としては、県のほうから、基金が吉賀町はたくさんあ

るんだからもっとお金出しなさいとかいうような流れを引っ張り出される可能性について、そう

いうものへの検討というのはされているのか、お聞きいたします。 

○議長（安永 友行君）  中林保健福祉課長。 

○保健福祉課長（中林知代枝君）  お答えさせていただきます。 

 今の御質問ですけれども、県のほうから基金の保有額とかそういった調査というのは県のほう

からは今なされていないというところでございますので、こちらといたしましては、そういった

国保の財政健全化を目指して、できるだけ保有をしていきたいという意向はございますので、こ

のように積立てをさせていただいたというところでございます。 

○議長（安永 友行君）  ほかにありませんか。よろしいですか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 
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○議長（安永 友行君）  質疑がないようですので、日程第１９、議案第５０号令和４年度吉賀町

国民健康保険事業特別会計補正予算（第２号）の質疑は保留をしておきます。 

────────────・────・──────────── 

日程第２０．議案第５１号 

○議長（安永 友行君）  日程第２０、議案第５１号令和４年度吉賀町後期高齢者医療保険事業特

別会計補正予算（第１号）を議題とします。 

 本件についての提案理由の説明を求めます。岩本町長。 

○町長（岩本 一巳君）  続きまして、議案第５１号令和４年度吉賀町後期高齢者医療保険事業特

別会計補正予算（第１号）であります。 

 令和４年度吉賀町後期高齢者医療保険事業特別会計補正予算（第１号）は、次に定めるところ

による。 

 歳入歳出予算の補正、第１条、歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ４３万９,０００円を

追加し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ２億５,９５９万４,０００円とする。 

 第２項、歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の歳入歳出予

算の金額は、「第１表歳入歳出予算補正」による。令和４年９月９日提出。吉賀町長岩本一巳。 

 おめくりをいただきまして、第１表の歳入歳出予算補正の歳入でございます。 

 款５繰越金、項１繰越金１,０００円に４３万９,０００円を追加し、４４万円でございます。

これに伴います歳入合計２億５,９１５万５,０００円に４３万９,０００円を追加し、２億

５,９５９万４,０００円となるものでございます。 

 続きまして、２ページは歳出でございます。款２後期高齢者医療広域連合納付金、項１後期高

齢者医療広域連合納付金でございます。２億５,６１６万９,０００円に６万３,０００円を追加

し、２億５,６２３万２,０００円。款４予備費、項１予備費、今回新たに３７万６,０００円の

補正で、同額でございます。これに伴います歳出合計は、２億５,９１５万５,０００円に４３万

９,０００円を追加し、２億５,９５９万４,０００円となるものでございます。 

 事項別明細書以降につきましては、所管いたします保健福祉課長が御説明申し上げますので、

よろしくお願いいたします。 

○議長（安永 友行君）  それでは、担当課長よりの詳細説明を求めます。中林保健福祉課長。 

○保健福祉課長（中林知代枝君）  それでは、議案第５１号令和４年度吉賀町後期高齢者医療保険

事業特別会計補正予算（第１号）につきまして詳細説明を行います。 

 予算書の６ページをお開きください。歳出から説明をさせていただきます。 

 ２款後期高齢者医療広域連合納付金、目１後期高齢者医療広域連合納付金、右側を御覧くださ

い。節１８負担金、補助及び交付金、００３後期高齢者医療広域連合納付金として補正額６万
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３,０００円を計上しております。これにつきましては、令和４年４月、５月分の保険料でござ

います。 

 続いて、４款予備費につきましては、補正額３７万６,０００円を計上しております。 

 以上の歳出に伴う歳入についてでございます。予算書５ページをお開きください。 

 ５款繰越金、目１繰越金、右側へ移っていただきまして、節１繰越金、純繰越金といたしまし

て補正額４３万９,０００円を計上しております。 

 以上、議案第５１号令和４年度吉賀町後期高齢者医療保険事業特別会計補正予算（第１号）の

詳細説明を終わります。どうぞよろしくお願いいたします。 

○議長（安永 友行君）  それでは、提案者の提案理由の説明が終わりましたので、これより質疑

を許します。質疑ありませんか。──ありませんか。よろしいですか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（安永 友行君）  質疑がないようです。日程第２０、議案第５１号令和４年度吉賀町後期

高齢者医療保険事業特別会計補正予算（第１号）の質疑は保留をしておきます。 

────────────・────・──────────── 

日程第２１．議案第５２号 

○議長（安永 友行君）  日程第２１、議案第５２号令和４年度吉賀町介護保険事業特別会計補正

予算（第２号）を議題とします。 

 本件についての提案理由の説明を求めます。岩本町長。 

○町長（岩本 一巳君）  続きまして、議案第５２号令和４年度吉賀町介護保険事業特別会計補正

予算（第２号）であります。 

 令和４年度吉賀町介護保険事業特別会計補正予算（第２号）は、次に定めるところによる。 

 歳入歳出予算の補正、第１条、歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ１億１,２６４万

１,０００円を追加し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ１２億３,５２３万１,０００円

とする。 

 第２項、歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の歳入歳出予

算の金額は、「第１表歳入歳出予算補正」による。令和４年９月９日提出。吉賀町長岩本一巳。 

 おめくりいただきまして、第１表歳入歳出予算補正の歳入でございます。 

 款８繰越金、項１繰越金１,０００円に１億１,２６４万１,０００円を追加し、１億

１,２６４万２,０００円。これに伴います歳入合計は、１１億２,２５９万円に１億１,２６４万

１,０００円を追加し、１２億３,５２３万１,０００円となるものでございます。 

 ２ページは歳出でございます。款４基金積立金、項１基金積立金１,０００円に３,２８０万円

を追加し、３,２８０万１,０００円、款６諸支出金、項１償還金及び還付加算金１０万
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１,０００円に７,９７７万４,０００円を追加し、７,９８７万５,０００円、款７予備費、項

１予備費１,７６５万８,０００円に６万７,０００円を追加し、１,７７２万５,０００円。これ

に伴います歳出合計は１１億２,２５９万円に１億１,２６４万１,０００円を追加し、１２億

３,５２３万１,０００円となるものでございます。 

 事項別明細書以降につきましては、所管いたします保健福祉課長が御説明申し上げますので、

よろしくお願いいたします。 

○議長（安永 友行君）  それでは、担当課長より詳細説明を求めます。中林保健福祉課長。 

○保健福祉課長（中林知代枝君）  それでは、議案第５２号令和４年度吉賀町介護保険事業特別会

計補正予算（第２号）につきまして、詳細説明を行います。 

 予算書の６ページを御覧ください。歳出から説明をさせていただきます。 

 ４款基金積立金、目１介護給付費準備基金積立金、その右側を見ていただきますと、節２４積

立金、００３介護給付費準備基金積立金といたしまして、補正額３,２８０万円を計上しており

ます。 

 次に、６款諸支出金、目２償還金、右側に行っていただきますと節２２償還金、利子及び割引

料、００３国県支払基金返還金といたしまして、補正額７,９７７万４,０００円を計上しており

ます。これにつきましては、国及び県支払基金等に対する返還金でございます。 

 次、７款予備費につきましては、補正額６万７,０００円を計上しております。 

 以上の歳出に伴う歳入についてでございます。予算書５ページを御覧ください。 

 ８款繰越金、目１繰越金、右側に移っていただきまして、節１繰越金、純繰越金といたしまし

て補正額１億１,２６４万１,０００円を計上しております。 

 以上、議案第５２号令和４年度吉賀町介護保険事業特別会計補正予算（第２号）の詳細説明を

終わります。どうぞよろしくお願いいたします。 

○議長（安永 友行君）  以上で、提案者の提案理由の説明が終わりました。 

 これより質疑を許します。質疑はありませんか。よろしいですか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（安永 友行君）  質疑がないようです。日程第２１、議案第５２号令和４年度吉賀町介護

保険事業特別会計補正予算（第２号）の質疑は保留をしておきます。 

────────────・────・──────────── 

日程第２２．議案第５３号 

○議長（安永 友行君）  引き続き、日程第２２、議案第５３号令和４年度吉賀町小水力発電事業

特別会計補正予算（第２号）を議題とします。 

 本件についての提案理由の説明を求めます。岩本町長。 
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○町長（岩本 一巳君）  それでは、続きまして、議案第５３号令和４年度吉賀町小水力発電事業

特別会計補正予算（第２号）であります。 

 令和４年度吉賀町小水力発電事業特別会計補正予算（第２号）は、次に定めるところによる。 

 歳入歳出予算の補正、第１条、歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ１３万９,０００円を

追加し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ６,３７２万４,０００円とする。 

 第２項、歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の歳入歳出予

算の金額は、「第１表歳入歳出予算補正」による。令和４年９月９日提出。吉賀町長岩本一巳。 

 おめくりいただきまして、第１表歳入歳出予算補正の歳入でございます。 

 款４繰越金、項１繰越金１,０００円に１３万９,０００円を追加し、１４万円。これに伴いま

す歳入合計は、６,３５８万５,０００円に１３万９,０００円を追加し、６,３７２万

４,０００円でございます。 

 ２ページは歳出でございます。款１総務費、項１施設管理費４,１８４万４,０００円で、これ

につきましては増減はございません。 

 款７予備費、項１予備費４６万円に１３万９,０００円を追加し、５９万９,０００円でござい

ます。これに伴います歳出合計は６,３５８万５,０００円に１３万９,０００円を追加し、

６,３７２万４,０００円となるものでございます。 

 事項別明細書以降につきましては、所管いたします柿木地域振興室長が御説明申し上げますの

で、よろしくお願いいたします。 

○議長（安永 友行君）  それでは、担当課長よりの詳細説明を求めます。山根柿木地域振興室長。 

○柿木地域振興室長（山根 徳政君）  それでは、議案第５３号令和４年度吉賀町小水力発電事業

特別会計補正予算（第２号）について詳細説明をさせていただきます。 

 予算書６ページのほうを御覧いただきたいと思います。歳出でございます。 

 １款総務費、目１一般管理費でございます。節２６公課費でございまして、消費税の確定によ

るもので、１４４万２,０００円の計上でございます。 

 続きまして、目２財産管理費、節２４積立金であります。公課費に充てるためのもので、積立

金のほうを同額減額の計上となっております。 

 ５ページのほうに戻っていただきたいと思います。歳入のほうでございます。 

 ４款繰越金でございます。１繰越金、純繰越金の確定によりまして、１３万９,０００円計上

しております。これはまた６ページのほうに戻っていただきまして、７款予備費、目１予備費の

ほうへ１３万９,０００円計上しております。 

 以上で、議案第５３号令和４年度吉賀町小水力発電事業特別会計補正予算（第２号）の詳細説

明とさせていただきます。よろしくお願いいたします。 
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○議長（安永 友行君）  以上で、提案者の提案理由の説明が終わりました。 

 これより質疑を許します。質疑ありませんか。よろしいですか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（安永 友行君）  質疑がないようです。日程第２２、議案第５３号令和４年度吉賀町小水

力発電事業特別会計補正予算（第２号）の質疑は保留をしておきます。 

 ここで１０分間休憩します。 

午後２時01分休憩 

……………………………………………………………………………… 

午後２時11分再開 

○議長（安永 友行君）  それでは、休憩前に引き続き、会議を再開します。 

────────────・────・──────────── 

日程第２３．議案第５４号 

○議長（安永 友行君）  日程第２３、議案第５４号令和４年度吉賀町一般会計補正予算（第２号）

を議題とします。 

 本件についての提案理由の説明を求めます。岩本町長。 

○町長（岩本 一巳君）  それでは、続きまして議案第５４号令和４年度吉賀町一般会計補正予算

（第２号）であります。 

 令和４年度吉賀町一般会計補正予算（第２号）は、次に定めるところによる。 

 歳入歳出予算の補正、第１条、歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ１億８,６８１万

２,０００円を追加し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ７６億１,３３８万１,０００円

とする。 

 第２項、歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の歳入歳出予

算の金額は、「第１表歳入歳出予算補正」による。 

 地方債の補正、第２条、地方債の補正は、「第５表地方債補正」による。令和４年９月９日提

出。吉賀町長岩本一巳。 

 まず、１ページは、第１表歳入歳出予算補正の歳入でございます。款９地方特例交付金、項

３新型コロナウイルス感染症対策地方税減収補填特別交付金、今回新たに７２万２,０００円補

正するものでございます。 

 款１０地方交付税、項１地方交付税、３５億９,２３０万５,０００円に１００万円追加し、

３５億９,３３０万５,０００円。款１２分担金及び負担金、項１分担金、１,３７８万

２,０００円に３２万３,０００円を追加し、１,４１０万５,０００円。款１４国庫支出金、項

１国庫負担金４億１,０１２万円に１,１２８万７,０００円を追加し、４億２,１４０万
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７,０００円。２国庫補助金、４億７,９４５万９,０００円に９,１９５万４,０００円を追加し、

５億７,１４１万３,０００円。款１５県支出金、項２県補助金２億７,４１８万６,０００円に

３万２,０００円を追加し、２億７,４２１万８,０００円。款１８繰入金、項２基金繰入金５億

５,８８７万８,０００円から１億８,３９４万５,０００円を減額し、３億７,４９３万

３,０００円。款１９繰越金、項１繰越金１,０００円に２億６,００９万１,０００円を追加し、

２億６,００９万２,０００円。款２１町債、項１町債８億３,５７９万８,０００円に５３４万

８,０００円を追加し、８億４,１１４万６,０００円。これに伴います歳入の合計でございます。

７４億２,６５６万９,０００円に１億８,６８１万２,０００円を追加し、７６億１,３３８万

１,０００円となるものでございます。 

 ２ページは歳出でございます。款２総務費、項１総務管理費９億３,０２３万８,０００円に

２,２１０万円追加し、９億５,２３３万８,０００円。款３民生費、項１社会福祉費１１億

６,５１０万４,０００円に９０３万１,０００円を追加し、１１億７,４１３万５,０００円、

２児童福祉費５億４,６６０万２,０００円に１,１５８万８,０００円を追加し、５億

５,８１９万円。３生活保護費８,３４４万９,０００円に５６９万円を追加し、８,９１３万

９,０００円。 

 款４衛生費、１保健衛生費４億３,４５９万５,０００円に２,８２９万円を追加し、４億

６,２８８万５,０００円。２清掃費１億８,１３６万２,０００円に１００万円を追加し、１億

８,２３６万２,０００円。 

 款６農林水産業費、項１農業費４億９２万３,０００円に５０６万９,０００円を追加し、４億

５９９万２,０００円。款７商工費、項１商工費１億５,５９７万４,０００円に７,３４５万

９,０００円を追加し、２億２,９４３万３,０００円。款８土木費、項１土木管理費２億

８,４７２万９,０００円から２５０万円減額し２億８,２２２万９,０００円。２道路橋梁費２億

８,７２６万３,０００円に３万３,０００円を追加し、２億８,７２９万６,０００円。 

 款９消防費、項１消防費２億８,７０４万９,０００円に６０万１,０００円を追加、２億

８,７６５万円。款１０教育費、項１教育総務費２億７,１９０万４,０００円に６０８万

６,０００円を追加し２億７,７９９万円。２小学校費３億１,８５５万円に１８８万２,０００円

を追加し、３億２,０４３万２,０００円。３中学校費５,０９８万円に８９万２,０００円を追加

し、５,１８７万２,０００円。４社会教育費１億７,３５０万３,０００円に１２０万

４,０００円を追加し、１億７,４７０万７,０００円。５保健体育費６,６３４万５,０００円に

５８７万７,０００円を追加し、７,２２２万２,０００円。 

 款１１災害復旧費、項１農林水産施設災害復旧費、今回１,４８０万３,０００円を補正するも

のであります。 
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 ３ページに入りまして、４その他公共施設災害復旧費、今回新たに５００万円を追加するもの

であります。 

 款１２公債費、項１公債費９億３万８,０００円から３２９万３,０００円を減額し、８億

９,６７４万５,０００円。これに伴います歳出合計７４億２,６５６万９,０００円に１億

８,６８１万２,０００円を追加し、７６億１,３３８万１,０００円となるものでございます。 

 ４ページ、第５表地方債補正であります。 

 起債の目的、１過疎対策事業債、３億７,８６０万円の限度額を３億７,９６０万円、２合併特

例事業債２億２,８９０万円の２億３,４１０万円、３災害復旧事業債、今回新たに３６０万円の

設定でございます。４臨時財政対策債３,９２９万８,０００円を３,４８４万６,０００円といた

します。 

 なお、起債の方法、利率、償還の方法につきましては、補正前後で変更はございませんので、

お読み取りをいただきたいと思います。 

 事項別明細書以降につきましては、所管いたします総務課長が御説明申し上げますので、よろ

しくお願いいたします。 

○議長（安永 友行君）  それでは、担当課長よりの詳細説明を求めます。野村総務課長。 

○総務課長（野村 幸二君）  それでは、議案第５４号令和４年度吉賀町一般会計補正予算（第

２号）について説明をさせていただきます。 

 予算書を進んでいただきまして、２０ページをお開きいただければと思います。 

 最初に、給与費明細書について説明をさせていただきます。 

 ２０ページの中段から下であります。２一般職の表を見ていただきますと、その表の中の比較

の欄に数字が入ってきているところがあろうかと思います。 

 まず、報酬のところですけれども４９８万円、これについては後ほど説明させていただきます

けれども、予防費のところで出てまいります、予防接種、これはコロナのワクチン接種でありま

すが、ここでの会計年度任用職員さんの報酬というところでお読み取りをいただければと思いま

す。 

 その右に進んでいただきまして、職員手当の９６万９,０００円、これはその下にさらに内訳

が書いてありまして、期末手当として６８万９,０００円、それから時間外勤務手当として

２８万円というふうな内訳となっております。 

 最初の６８万９,０００円については、これも予防費予防接種費のところで出てまいります、

ワクチン接種に関わるものであります。それから、時間外勤務手当の２８万円、これについては、

学校給食費のところでまた説明をさせていただければというふうに思います。 

 それから、中段の表を見ていただきますと、比較の欄、共済費のところに６５９万２,０００円
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計上があろうかと思います。これにつきましては、本来ですと当初予算のところで予算計上させ

ていただくべきものでございます。内容といたしましては、そのままちょっと歳出のほうに入ら

せていただこうと思いますので、１０ページまでお戻りください。 

 予算書１０ページの上ですが、総務費、総務管理費、１一般管理費、００１人件費、追加費用

共済組合負担金というところで６５９万２,０００円の予算計上があろうかと思います。これは

先ほどの給与費明細書でお話しした部分であります。内容といたしましては、追加費用、共済組

合負担金というふうに書いております。これにつきましては、過去の共済組合法の改正によって

の話なんですけれども、その改正される前の負担金部分については、その呼び方として追加費用

というふうに呼びます。それから、組合法の改正後については、そうした呼び方はしませんで、

いわゆる負担金というふうに呼ぶわけなんですけれども、本来、これは両方、毎年必要となる予

算でございまして、法改正前の予算部分について、本来、当初予算で計上すべきところを計上い

たしておりませんでした。今回そこで計上させていただいたというところでございます。 

 この点については、大変失礼をいたしております。おわびして、今回予算計上をさせていただ

きたいというものでございます。 

 それから、その下に移ってまいります。５財産管理費です。上の００３庁舎維持管理費、それ

からその下に００３庁舎維持管理費が出てきます。それぞれ光熱水費というところで予算計上さ

せていただいております。 

 それから、この後にも施設に係る光熱水費の予算を計上させていただいております。これにつ

いては、御承知のとおり、特に電気代、それからガス代、こうしたものの値上がりがあるという

ところで、今回の９月定例に合わせて施設の支出状況について、改めて再計算させていただいて

おるところです。 

 その中で、今後の見込みを立てる中、必要な部分につきまして予算計上をしているというもの

であります。 

 予算書のほう、今のところに戻っていただきますと、上の００３庁舎維持管理費については、

これはこの本庁舎に係る電気代とガス代部分、それからその下の部分については、これは分庁舎

に係る電気代とガス代というところでお読み取りをいただければと思います。 

 それでは、その下に進みます。８電算管理費、００３基幹系システム運営管理費でございます。

最初のシステム開発設計委託料５２８万円、予算計上がしてございますが、内容といたしまして

は、これは戸籍証明等の広域交付機能、これのシステムを構築するという費用となっております。

それからその下の番号カード関連事務交付金、これについては、表現で交付金というふうになっ

ておりますけれども、地方公共団体情報システムという機関がございまして、そちらのほうに負

担をする、これは全国の自治体が負担をしていくわけなんですけれども、番号カードに関連する
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事務を、事務に係る費用の運営経費を負担するというものでございます。今回、その金額が確定

をいたしましたので、予算計上をしているというところです。 

 それから、その下です。１０自治振興費、００５自治振興施設管理費、修繕料３５万１,０００円

の予算計上をしてあります。内容につきましては、椛谷自治会館、こちらの屋根の老朽化を修繕

すべく、予算計上させていただいておるというものであります。 

 それからその下、１１企画総務費、００２企画総務費、報奨金で２０万円の予算計上、内容と

いたしましては、これは９月２日の全員協議会でふるさと応援大使について御説明をさせていた

だいたところであります。この活動に係る費用というところ、謝礼というふうに読み取っていた

だければというふうに思います。 

 それから、その下で、１２まちづくり対策費、００２町民文化祭事業費、総額として８８万

３,０００円の減額です。これは、きん祭みん祭農業文化祭、これについては、イベントを中止

するという、こういうことで進めております。その部分について減額をさせていただくという、

こういう内容であります。 

 その下の００７電源立地地域対策事業費です。設計委託料として１７９万円の減額。 

 次のページに行っていただいて、機械器具費として１８７万円の予算計上があろううかと思い

ます。最初の設計委託料の減額部分につきましては、中学校の特別教室、これの空調工事の入札

減のところを減額をいたしております。予算書１１ページの一番上の機械器具費でありますけれ

ども、これにつきましては、各学校配置しておりますけれども、電子黒板を更新するという、こ

ういう内容での予算計上であります。 

 それから、その下です。１３定住推進費、００３空家再生事業費、空き家活用集落担い手確保

事業補助金３００万円の予算計上をしてあろうかと思います。これにつきましては、当初予算で

既に計上いたしておりますけれども、申請の増加が見込まれることから、今回増額補正をさせて

いただきたいというものであります。 

 それから、その下の００５地域おこし協力隊事業費１００万円の減額がしてございます。そこ

に書いてあるとおり、地域おこし協力隊起業支援補助金というところでの減額でありますが、こ

れについては、今、柿木村企業組合さんのほうに地域おこし協力隊の受入れをお願いしておると

いうことです。 

 当初の想定といたしましては、地域おこし協力隊をそのまま任期終了し、そして御自分で起業

をするというような想定をしておりました。そのための補助金を計上いたしておったんですが、

これはこれまでも説明をしておりますけれども、地域おこし協力隊の任期を延長することができ

るということがあります。これは、特にコロナの影響で思うような活動ができなかった場合には

延長をすることができるというふうな取扱いになっていまして、このたび、任期を延長するとい
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うこちらのほうの判断に至りましたので、この部分については減額をするということでございま

す。後ほどその任期を延長するということで、そちらのほうでまた経費が発生しますので、これ

は後ほどまた説明させていただきます。 

 それから、その下に移ります。民生費、社会福祉費、１社会福祉総務費、００８福祉医療助成

事業費、これについては実績額の確定による計上でございます。 

 それから、その下の３高齢者福祉施設費、００２老人福祉センター管理費です。これは施設は

はとの湯荘でございます。最初に出てくる指定管理料につきましては、コロナの影響額を予算計

上いたしております。それから、その下の改修工事費です。はとの湯荘の屋根の防水工事を行い

たいというものであります。この施設の屋根につきましては、以前におよそその半分を修繕をか

けておりまして、今回はその残る半分を修繕を行いたいという、こういう内容でございます。 

 それから、その下です。００６高齢者福祉施設整備事業費、設計委託料として１７４万

３,０００円の計上です。内容といたしましては、柿木デイサービスセンター、ここの浴室、休

養室、それから脱衣室、この室の床、壁、天井、それから浴槽そのもの、そこの老朽化が非常に、

傷みが激しいというところがありまして、ここの、今申し上げた室部分の全面改修を行いたいと

いうふうな考えでおります。そのための設計委託料としての予算計上であります。 

 下がっていただきまして、４障がい者福祉費、００５自立支援給付事業費から、次の１２ペー

ジに移っていただきまして右上、００６自立支援医療助成事業費、００７地域生活支援事業費、

これらにつきましては、令和３年度の実績額の確定による予算計上というところでお読み取りく

ださい。 

 さらにその下です。民生費、児童福祉費、１児童福祉総務費、００２児童福祉総務費、そのま

ま下がっていただきまして、２保育所費、００２保育所総務費、００７子ども・子育て支援事業

費、さらに下がっていただきまして、４母子父子福祉費、００５低所得子育て世帯生活支援特別

給付金事業費、その下の００５低所得子育て世帯生活支援特別給付金事業費、さらにその次の

１３ページに移っていただきまして、１生活保護総務費、００２生活保護総務費、００３生活困

窮者自立支援事業費、ここまでのところでありますけれども、令和３年度の実績額の確定による

予算計上というところでお読み取りをください。 

 予算書１３ページの中段からです。衛生費、保健衛生費、２母子衛生費です。００２母子衛生

総務費です。これも実績額の確定による予算計上というところです。 

 それからその下、３予防費であります。００３予防接種費、総額で２,７２３万４,０００円の

予算計上があろうかと思います。ここにつきましては、新型コロナウイルスのワクチン接種、

５回目接種に係る費用というところで見ていただければというふうに思います。 

 給与費明細書で申し上げました会計年度任用職員さんの報酬、それから手当、そうしたところ
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が最初に出てくるかと思います。それから、その下ですけれども、業務運営関係委託料として

３６４万円が計上してございます。これについては、ワクチンの管理委託料という内容でありま

す。そうした費用を今回予算計上させていただいております。 

 それから、一番下の００７自死予防対策事業費、それから次のページに行っていただきまして、

１４ページの上ですが、４健康増進費、００４健康増進事業費、ここまでは令和３年度の実績額

の確定に基づく予算計上ということでお読み取りください。 

 その次です。５環境衛生費、００３環境衛生施設費です。まず、燃料費１７万円の予算計上が

あろうかと思います。施設については、これは斎場の燃料代というところでございます。それか

らその下の光熱水費というもので１０万８,０００円の予算計上がありますが、これは施設が

２つありまして、斎場、それから七日市の公衆トイレ、この二施設の光熱水費増額部分を見込ん

での予算計上でございます。 

 それから、中ほどの衛生費、清掃費、１清掃総務費、００２清掃総務費というところで、廃棄

物処理費助成金です。これは、さきに発生いたしました建物火災に係る助成金というものであり

ます。そのようにお読み取りをください。 

 それから、その下へ行きます。農林水産業費、農業費、３農業振興費です。００３有機農業振

興費２００万円の予算計上があろうかと思います。これにつきましては、先ほど地域おこし協力

隊に関連して少し説明をさせていただきました任期の延長をすると、こういうふうに変更をする

というところで、その費用をここで改めて予算計上しておるということであります。いわゆる受

け入れていただく受け入れ先へお支払いをするというものであります。 

 それから、その下です。４農業振興施設費、００３農業振興施設管理費、光熱水費の予算計上、

これは施設といたしましては、柿木ふれあい会館であります。 

 それから、その下です。００３農業振興施設管理費６８万４,０００円。予算書は１５ページ

のほうに進んで、右上です。改修工事費と機械器具費について、それぞれ予算計上してあるかと

思います。これの施設につきましては、「道の駅かきのきむら」であります。この施設に関しま

して、まず１つ目の改修工事費でありますが、この施設の中の食堂、それから厨房、そこの中の

手洗い水洗、これについて、自動水洗化をするというもの、現状、ダイヤル式というんでしょう

か、回して水を出すタイプなんですけれども、それを自動式に切り替えたいというもの。それか

ら、機械器具費に関しては、同じくその厨房の一室ですけれども、休憩室がありまして、そちら

の部屋にエアコンを更新したいという、こういう内容のものであります。 

 それでは、その次に進みます。６農地費、００２土地改良総務費、光熱水費の予算計上、これ

は施設といたしましては、新抜月橋であります。ここの電気料を予算計上いたしております。 

 それから、その下です。００６土地改良圃場整備事業費、農地中間管理機構関連農地整備事業
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負担金１００万円の予算計上がしてあるかと思います。これにつきましては、吉原坂折地区内で

今工事を進めているところでございますが、工事内容の変更がありまして、その部分について負

担金も増額となるというところで予算計上いたしております。 

 それから、その下の００７農村地域防災減災事業費設計委託料として９９万円の予算計上。内

容といたしましては、立河内にあります勝繁ケ池の排水路でありますが、ここの設計変更が必要

となったことによる予算計上でございます。 

 それから、その下にまいります。商工費、商工費、１商工振興費、００２商工振興総務費。ま

ず、住宅改修支援事業補助金であります。この補助金については、既に当初予算で予算計上させ

ていただいておりますけれども、今年度実績を見てみますと、およそ予算執行が見てとれる、こ

の後の申請に応えるべく、予算を増額させていただきたい。２００万円の増額をさせていただき

たいという、こういう内容になっております。 

 それから、その下の緊急中小企業者等事業継続支援金３,５００万円、さらにその下の事業経

営継続補助金２,０００万円の減額。この部分につきましては、９月２日の全員協議会において

説明をさせていただいた部分です。 

 さらにその下、００４地域経済振興券交付事業費３,１９０万円の予算計上、これにつきまし

ても、９月２日の全員協議会において説明をさせていただいた部分でございます。 

 その下に進みます。２観光費、００３観光施設管理費であります。 

 まず最初に、指定管理料が出てまいります。こちらは、コロナの影響額というところでお読み

取りをいただければと思います。ただし、その施設といたしましては、「むいかいち温泉ゆ・

ら・ら」、それからその他の観光施設が含まれます。その他の観光施設といいますのは、「リ

バーサイドログハウス村」であったり、「ゴギの郷」、「なつめの里交流館」、そうした施設に

おける影響額について予算計上いたしております。 

 それから、その下です。機械器具費として２５５万２,０００円の予算計上があろうかと思い

ます。内容といたしましては、「むいかいち温泉ゆ・ら・ら」の室内になりますけれども、喫煙

ブースの設置を行いたいというものであります。位置といたしましては、玄関からそのまま入っ

ていただきまして、レストランの前をさらに通り過ぎて行っていただきますと、宴会場があろう

かと思います。そのまままた進んでいただくと、突き当たりになって左がトイレ、右が和室の宿

泊棟というところになろうかと思いますけれども、その突き当たる前に、左手のところに宴会場

とトイレの間に小部屋というか、ちょっとした、ステージ裏といったらいいかと思いますけれど

も、場所がございまして、そちらのほうに喫煙ブースを設置させていただきたいという、こうい

うものでございます。 

 それでは、次に進みます。１６ページに進んでいただきまして、３都市農村交流費、００２都
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市交流推進事業費、報奨金として２０万円の予算計上、内容といたしましては、これは宇部ビエ

ンナーレでの吉賀町賞というものをお出ししていますけれども、その費用について予算計上いた

しております。 

 それから、その下に移りまして、１つ飛ばしますが、土木費、道路橋梁費、１道路橋梁維持費

です。００４橋梁維持管理費、光熱水費の予算計上。これは、施設といたしましては、樋ノ口橋、

それから相生橋、この２橋の電気料について予算計上しております。 

 それから、その下、消防費、消防費、３消防施設費です。００２消防施設管理費、光熱水費の

予算計上があるかと思います。施設といたしましては、六日市と柿木の防災センター、それから

コミュニティ消防センターといった消防関連施設における電気代あるいはガス代も一部含みます

けれども、主には電気代を予算計上いたしております。 

 次のページ、進んでいただきまして、教育費、教育総務費、２事務局費です。００２事務局総

務費、教育活動等キャンセル料等補助金、これは文字どおり、この補助金について予算計上いた

すというものでありまして、修学旅行等の延期があったというところからの予算計上であります。 

 それから、次の３学校給食費です。００１人件費、ここに時間外手当として２８万円の予算計

上があろうかと思います。最初に給与費明細書で申し上げた時間外手当の２８万円、ここに計上

しているというものであります。これにつきましては、育児休業取得者等の発生によりまして、

その影響で一部時間外が発生したことによるものというものであります。 

 それから、その下の００３調理場施設費のまず光熱水費の部分です。町内には３つの共同調理

場がございます。六日市、七日市、柿木、それぞれ電気代、それからガス代、そうしたものを再

計算させていただきまして、予算計上をいたしております。 

 それから、その下の修繕料１０９万５,０００円があろうかと思います。これについては六日

市の共同調理場でありまして、そこの空調設備について、修繕を行いたいというものであります。

これについては、いわゆる老朽化というのが進んでおりまして、点検をしていただく業者さんか

らも、一部の部品を取り替えるということよりも、全般的に改修をかけたほうがというふうな御

指摘をいただいたところから、予算計上いたしておるというものです。 

 それから、その下の小学校費に移ります。１小学校管理費、それからその下の中学校費、それ

ぞれ光熱水費を予算計上いたしております。これは文字どおり学校に係る光熱水費、再計算によ

りまして予算計上いたしたというものです。 

 次の１８ページに移っていただきまして、教育費、社会教育費、１社会教育総務費です。ふる

さと人づくり推進事業費です。見ていただくと分かるとおり、予算の組替えを行わせていただき

たいというものであります。このふるさと人づくり推進事業費については、２種類の事業構成に

なっていますけれども、それぞれ当初予算で計上いたしておった部分を組み替えさせていただい
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たところでございます。 

 それから、その下で、２社会教育施設費、００３サクラマス交流センター管理費、光熱水費の

予算計上、これも再計算によって、これは電気代、それからガス代も含みます。この２つの項目

について予算計上いたしておるところです。 

 それから、その下の教育費、保健体育費、保健体育総務費です。００３保健体育施設費、光熱

水費の予算計上、施設といたしましては、町民六日市体育館と町民柿木体育館、この２つの体育

館について予算計上いたしております。 

 それから、その下の災害復旧費、農林水産施設災害復旧費、１農地災害復旧費、００４現年補

助災害復旧事業費、災害復旧工事費として６１６万円予算計上があろうかと思います。まずこの

部分の内容ですけれども、８月５日の大雨の被害ということでありまして、場所については、大

井谷の棚田展望公園の駐車場があろうかと思います。そこからまたさらに裏側というんでしょう

か、いわゆる農地です。その裏側の農地の畦畔、そうしたものが崩壊をいたしました。それに係

る復旧工事の費用というところであります。 

 それに関連して、その下の００５現年単独災害復旧事業費測量設計委託料１７４万３,０００円

の予算計上があろうかと思います。今申し上げました農地被害に係る設計委託料を計上いたして

おります。 

 それから、その下の災害復旧工事費です。まず、８０万円の予算計上があって、その次の、お

めくりいただきまして、００５現年単独災害復旧事業費、災害復旧工事費として６１０万円の予

算計上があろうかと思います。予算書１８ページの８０万円の部分につきましては、いわゆる農

地に関連した部分で、箇所数としては２か所の災害復旧工事に係るもの、それから、予算書

１９ページのこの災害復旧工事費については、６１０万円の予算計上がありますけれども、これ

についてはいわゆる取水口、それから堤外水路、ここに土砂が流入いたしましてそれを撤去する

費用であります。箇所数にいたしますと１５か所の部分について予算計上いたしておるというも

のです。 

 今申し上げた部分については、全て８月５日の大雨に係る被害というところで見ていただけれ

ばと思います。 

 さらに、予算書１９ページの中段ですけれども、災害復旧費、その他公共施設災害復旧費、大

井谷棚田展望公園災害復旧費、００５現年単独災害復旧事業費測量設計委託料で５００万円の予

算計上があろうかと思います。これは文字どおり、棚田展望公園におきましても、崩壊というん

ですか、法面崩壊が起こっております。ちょうどあの駐車場から最初に階段を上って頂上に上が

るというようなことになりますけれども、あそこの階段のところが崩落をいたしたというところ

です。ちょっと規模が大きいものでして、まずは測量設計委託料としての予算計上というところ
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でお読み取りをいただければと思います。 

 最後の公債費、公債費、１元金、それから２利子であります。それぞれ利率見直しあるいは額

の確定、そうしたところから、今回予算計上いたしたというものであります。 

 以上が歳出予算でありまして、次に、歳入予算を説明させていただきます。お戻りいただきま

して７ページをお開きください。 

 ７ページの上です。地方特例交付金、新型コロナウイルス感染症対策地方税減収補填特別交付

金、１新型コロナウイルス感染症対策地方税減収補填特別交付金というところで、７２万

２,０００円の予算計上がしてあるかと思います。これにつきましては、事業収入が減少してい

る中小事業者さん等に対して、固定資産税の軽減措置があります。その部分について、補填され

るものでありまして、そこのところを計上いたしております。 

 それから、その下の地方交付税、地方交付税、１地方交付税、特別交付税としての１００万円

の予算計上があろうかと思います。これについては、歳出のところで、地域おこし協力隊のとこ

ろで触れましたけれども、補助金の部分１００万円を減額する。そして、任期延長にかかって

２００万円をまた再計上させていただく。その差引きというところなんですけれども、そこで

１００万円の特別交付税措置が受けられるというところでお読み取りをください。 

 それから、その下です。分担金及び負担金、分担金、１０災害復旧費分担金です。これについ

ては、先ほど歳出で説明をいたしました災害復旧に係る部分の分担金を予算計上いたしておりま

す。 

 それから、その下の国庫支出金、国庫負担金、２衛生費国庫負担金、新型コロナウイルスワク

チン接種対策費負担金、これについては、歳出でいいますと、予防費のところで説明をさせてい

ただきましたところの財源となる部分というところでお読み取りをください。 

 次の８ページに進みまして、国庫支出金、国庫補助金、１総務費国庫補助金です。 

 まず１つ目が、社会保障・税番号制度システム整備費補助金５２８万円、これは先ほど歳出で、

電算管理費のところで同額を予算計上させていただいたところであります。戸籍に関連するシス

テム構築に係る費用というものでありまして、その部分の財源となるところであります。 

 それから、その下の新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金、今回の補正予算の中

でこのコロナの交付金を財源とするというところが出てまいりますので、その部分の予算計上で

あります。 

 それから、その下の３衛生費国庫補助金です。これについては、予防費のところで説明をした

ところであります。この財源となるものです。 

 それから、その下の９教育費国庫補助金、へき地生徒援助費補助金２３３万円の減額があろう

かと思います。これについては、スクールバス運行事業に係るものなんですが、実際には通学距
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離の関係で、対象となる生徒が、当初は想定はしておりましたけれども、結果的にそこがいない

ということになりましたので、ここの部分については、今回減額をさせていただいたというもの

です。 

 それから、次の１０災害復旧費国庫補助金です。これについては、先ほど説明しました災害復

旧に係るところの財源となるというところでお読み取りください。 

 それから、次の県支出金、県補助金、総務費県補助金です。公共交通事業者に対する燃料費高

騰緊急対策事業補助金であります。──大変失礼しました。この部分ですが、申し訳ありません。

予算書の１１ページであります。失礼しました。 

 予算書１１ページ、これ歳出のところですけれども、ちょうど中段に、総務費、総務管理費、

１４生活安全対策費、００３地域公共交通対策費、公共交通事業者に対する燃料費高騰緊急対策

事業補助金６万５,０００円の予算計上があるかと思います。これについては、県事業というふ

うに見ていただいていいと思いますけれども、現下の燃料費の高騰がある中で、幾らかその補助

を県のほうから出してくるというものでありまして、その部分について、予算計上いたしており

ます。それを前提に置きまして、歳入のところを見ていただきますと、予算書８ページの中ほど

ですけれども、その部分についての予算計上をいたしておるところいうところでお読み取りくだ

さい。大変失礼しました。 

 予算書８ページの一番下です。繰入金、基金繰入金、１財政調整基金繰入金です。１億

８,３９４万５,０００円の減額ということです。これについては、繰越金を積み戻させていただ

きたいという、こういう内容でございます。 

 それから、次のページ９ページに移りまして、繰越金、繰越金、１繰越金、純繰越金として

２億６,００９万１,０００円、これは決算に伴う金額の確定によるものというところであります。 

 最後に、町債、町債、１過疎債から１５臨時財政対策債であります。今回の補正予算に係りま

して財源調整等、それぞれさせていただいておるというところで見ていただければというふうに

思います。 

 以上で、議案第５４号令和４年度吉賀町一般会計補正予算（第２号）について説明を終わりま

す。よろしくお願いいたします。 

○議長（安永 友行君）  以上で、提案者の提案理由の説明が終わりました。 

 これより質疑を許します。質疑ありませんか。──ありませんか。よろしいですか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（安永 友行君）  質疑がないようです。日程第２３、議案第５４号令和４年度吉賀町一般

会計補正予算（第２号）の質疑は保留をしておきます。 

────────────・────・──────────── 
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日程第２４．同意第２号 

○議長（安永 友行君）  日程第２４、同意第２号吉賀町功労表彰者の選定同意についてを議題と

します。 

 本件についての提案理由の説明を求めます。岩本町長。 

○町長（岩本 一巳君）  それでは、続きまして、同意第２号吉賀町功労表彰者の選定同意につい

てであります。 

 別紙の者を吉賀町功労表彰者に選定したいので、吉賀町表彰条例（平成１７年吉賀町条例第

４号）第８条の規定により、議会の同意を求める。令和４年９月９日提出。吉賀町長岩本一巳。 

 推薦者の名簿をつけさせていただいております。今回、該当いたしますカテゴリーといたしま

しては、産業、経済、福祉、教育、文化、スポーツ、その他各般の振興発展に特に功労のあった

ものということで、まず、保健医療福祉功労で申し上げます。名前のみ読み上げておきたいと思

います。桑原恒夫様、堀江房子様、山田小夜子様、以上３名でございます。 

 続きまして、文化功労でございます。齋藤和夫様、１名でございます。 

 以上４名についてお願いをするものでございます。 

 なお、詳細につきましては所管いたします総務課長のほうから御説明申し上げますので、よろ

しくお願いいたします。 

○議長（安永 友行君）  それでは、担当課長からの詳細説明を求めます。野村総務課長。 

○総務課長（野村 幸二君）  それでは、同意第２号吉賀町功労表彰者の選定同意について説明を

させていただきます。 

 最初に、関係いたします表彰条例、それから規則、審査基準、それからこの同意に至った経過

等について説明をさせていただこうと思います。参考資料につきましては３３ページをお開きい

ただければと思います。 

 まず、参考資料の３３ページでございます。吉賀町表彰条例の抜粋。それから、下がっていた

だきまして、吉賀町表彰審議会規則の抜粋。それぞれ記載をさせていただいております。この内

容につきましては、昨年と変更はかかっておりませんので、またお読み取りをいただければと思

います。 

 それから、次の３４ページに進んでいただきまして、古賀町功労表彰審査基準要綱の抜粋を記

載させていただいております。大きく内容を変えたわけではございませんけれども、一部、昨年

とは変わっているところがあります。その内容につきましては、この第３条というところなんで

すが、第３条の（１）個人に関する表彰基準は、というところ、それから（２）団体に関する表

彰基準は、というところ、これまでも、個人も団体もそれぞれ被表彰者として対象といたしてき

てはおりましたが、それが一まとめとなったような表現で要綱ができておりましたので、そこを
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ちょっと区別させていただいて、明確にさせていただいたというふうなところで、文章的な整理

をさせていただいたというものであります。そこら辺が変更がかかっております。 

 それから、３４ページの別表が３５ページにわたって記載をさせていただいていますけれども、

ここについては、昨年と変更はかかってはおりません。 

 以上、この条例、それから規則、そして要綱、これに基づきまして、本年７月に、関係団体に

推薦依頼を行いました。そして、その関係団体から推薦を頂いた方々につきまして、８月２３日

付で町長から表彰審議会に諮問をいたしまして、そして、同日の８月２３日、審議会を開催し、

審議をいただいたところであります。 

 その審議結果につきましては、その翌日の２４日に審議会から町長へ答申という形で提出をい

ただきました。 

 本日は、その結果をもちまして、同意議案として提出をさせていただいたという、こういう経

過でございます。 

 以上で、同意第２号吉賀町功労表彰者の選定同意についての説明を終わります。どうぞよろし

くお願いいたします。 

○議長（安永 友行君）  以上で、担当課長よりの詳細説明が終わりました。 

 これより質疑を許します。質疑はありませんか。よろしいですか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（安永 友行君）  質疑がないようですので、質疑を終わります。 

 これ討論を行います。反対討論はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（安永 友行君）  賛成討論はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（安永 友行君）  討論なしと認め、これで討論を終わります。 

 日程第２４、同意第２号吉賀町功労表彰者の選定同意についてを採決します。この同意につい

ては、被推薦者４名の方を一括にて行います。本案は原案のとおり同意することに賛成の方の挙

手を求めます。 

〔賛成者挙手〕 

○議長（安永 友行君）  全員賛成です。したがって、日程第２４、同意第２号吉賀町功労表彰者

の選定同意については、同意することに決定をしました。 

────────────・────・──────────── 

日程第２５．人権擁護委員の推薦の件について 

○議長（安永 友行君）  日程第２５、人権擁護委員の推薦の件についてを議題とします。 



- 67 - 

 このたび、お手元に配付したとおり、吉中力氏を候補者として推薦したいとして意見を求めら

れております。 

 答申案の朗読については省略をいたしますが、ここでお諮りします。本件は、お手元の答申案

のとおり、意見を付して答申したいと思います。御異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（安永 友行君）  異議なしと認めます。日程第２５、人権擁護委員の推薦の件については、

お手元の答申案のとおり、意見を付して答申することに決定をいたしました。 

────────────・────・──────────── 

○議長（安永 友行君）  以上で、本日の日程は全部終了いたしました。 

 本日はこれで散会とします。御苦労でございました。 

午後３時07分散会 

────────────────────────────── 


